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第1 章 印刷 は どこへ行 くのか。

はじめ に

印刷 の仕事 に関 わ りあ っ て3 0年 以上 に もな るが、 あ

まり 「印刷 」 そ の もの を真 剣 に考 え る機 会 も な く過 ご し

て来た。 それ は、 つね に生 活の 中に 「印刷」 が有 り触 れ

てあ り、デザ イ ンや使用 す る紙 、納 期、価 格 の事 や らで、

毎日が忙 し く翻弄 され続 けてい たか らで もあ る。

9 0年 代 か らデ ジ タル化 が 進 み、 印刷 自体 が消 えて し

まう様 な ことが言 われ る時代 になって来 た。だが 果た し

てそ うなの だ ろ うか。 偶 々、 1 0年 程前 か ら大 学 で 印刷

実技 と理論 を教 える機会 を得、 この事が 『印刷』 につ い

て考 える きっか け となった。 また、 この機会 に幾 つかの

論考 を試 みてい る。 これ はその ま とめで ある。

印刷 とは何 か

「印刷 とは何か」 と聞 かれて、 果た して何 と答 えが返

って 来 る だ ろ うか 。 紙 に刷 られ た もの と い う答 え もあ ろ

う。 情報 を伝 える役 割 と しての 回答 もあ る。 印刷物 ほ ど

生活 の 中で 日常化 してい る もの はない。朝起 きて手 にす

る新 聞、折 り込 まれてい るチ ラシ。 予定 を見 るカ レンダ

ーや手帳。出勤・通学時に見 る車内広告を始め、単に乗

れば計 器 盤 や サ イ ドボ ー ドの 木 目 や ガ ラ ス の く も り止

め、道路には交通標識、街角 にはサイン看板、学校で使

う本や ノー ト、携 帯電 話 の ロゴ、昼 食事 時 のメ ニュー 、

自販 機 で買 って飲 む コー ヒー缶 、仕 事で使 う コピー機 、

仕事 帰 りに一杯 飲 む ビー ル瓶。寝 る前 に磨 く歯磨 きのチ

ューブ。水 と空気以外 な ら布 や金属 な どほ とん どの もの

に印刷 で きる。私 たち は印刷 物 に囲 まれ て生 活 してい る

とい って も過 言 で は ない 。 だ か ら印刷 が 無 く な る と言 う

のは大 きな間違 いだ ろう。確 か に情 報 メデ ィアと しての

印刷 の役割 はデ ジ タル化 に よ り減少 したか に見 える。そ

れも ここ 1 0年 程 の 出来事 に しか過 ぎない 。 だが デ ジ タ

ル化 に伴 って印刷 に付 き物 の紙 の需 要 は拡 大 してい る。

それ はパ ソ コンの解 説書が売 れ ていて、 デジ タル化 され

た事 で逆 に、ハ ウツー本 の発 行部 数 は伸 び続 けてい る。

皮肉 な話 であ る。

私が印刷の仕事 についたのは、 19 70年代 始 めの頃で、

最初 、平版 印刷会社 の デザ イ ン室に入 った。 デザ イ ンと

いって も図案室 と当時 は言 っていた。「図案」 も「図鞍 」

と書 く時代 のす ぐ後で ある。デ ジタルな ど程遠 い時代 で、

烏口 と溝 引 きの全盛 時代 であ る。 先輩 のデザ イナー は烏

口を引 くのに 5 年 は掛 かる など と、自慢 げ に話 して いた。

当時 は ロ ッ トリ ング と い うペ ン が 流 行 りだ し た 頃 で 、 バ

カバ カ し くな り、 そ こは直 ぐ退 職 。 そ の後 、孔 版 印刷

（シ ル ク ス ク リー ン印 刷 ） の 会 社 に入 っ た 。 シ ル ク ス ク

リー ン印刷 はデ ィス プ レイ などの展 示用 に活躍 し、大 阪

万博 などの好景気に支えられ、飛躍的に延びた印刷方法

であ っ た 。 ま た 当 時 は ポ ス タ ー な ど に も よ く使 わ れ た 。

だが 、60 年代 には平 版 印刷 （オ フセ ッ ト印刷 ） が 主流

にな り、私 がそ の後 、働 いてい た製版会社 に も中部地 区

で始 め てダイ レク トス キ ャナ （写真 分解 の機械） とい う

ものが導入 され た。そ れ以 前 は製 版 カメ ラで撮影 した原
あか

稿を、 フ イルム に四枚 、 4 色 、 M （M a g e n ta ＝紅 ）、 C

（ C y a n ＝藍 ）、 Y （Y e llo w ＝ 黄 ）、 B （B la c k ＝墨 ・ K

B K  B L と も 表 記）に分けて現像し、マゼンダ、シアン、

イエ ロー 、 ブ ラ ックの頭 文 字 を取 り、 M C Y B と表 記す

る。 そ の フ イル ム の 網 点 を 「レ タ ッチ 」 とい う職 種 の 職

人が 減力液 で洗 い流 して微 調整 してポ ジ又 は写真 の フイ
（‾

ルム に し て い た 。 ダ イ レク トス キ ャナ が 導 入 さ れ て 、 写

真の微 妙 な調節 はスキ ャナで こなす様 になったが 、そ れ

以外の仕事、背景の色付け、白抜 き文字、色網掛け、切

り抜 きな どの作業 は依 然 として レタッチ とい う職種 に頼

らねばならなかった。写真原稿以外の部分の色分け作業

を行 うの であ る。 この ほ とん ど手作 業 と言 って もいい仕

事は、県の技術指導で認定試験まであ り、毎年、春 にな

るとこの試験 の ための特別研 修会 まで開か れて いた。 こ

のレタッチ の工程 を経て、 四色 に分解 された フイルム を

四版 のポ ジ フ ィルム に して P S 版 に焼 き付 け、校 正機 で

色刷 り（校正刷 り） を行 う。 これ が初稿 であ る。今 の イ
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ラス トレ一 夕 ー の ソ フ トが 実 は 、 こ の レ タ ッチ を行 う作

業を基本 に して作 られてい る。

■4 版方式／印刷術の説明

一般 的にい って印刷 は大 き く 4 つ に分 かれ る。① 凸版

印刷②凹版印刷③平版印刷④孔版印刷である。ただ、近

代印刷 として括る場合、量産性、高品質、生産価格の点

で凸版印刷、凹版印刷、平版印刷の 3 つ を指 して「三版

方式」 と言 う場合 があ るが、筆者 は印刷 文化論 として三

版方式 はい ささか欠落 してい る と考 える。そ れは④ 孔版

印刷 が た どって来た道が現 在 に至 るまで連綿 と続 い てい

るか らに他 な らな い 。

（ 丑凸版 印刷

版 の凸部 に インク を盛 って印刷 す る凸版 印刷 は、そ の

′
〉

凸
版
（
直
刷

り
方
式

）

画線部 画線部 画練部く凸状）

「 ㌧－¶⊥ 」－－】
頼名 が 示 す よ う に 、

画像部 （印刷 され

る文 字 や絵 の部

分）が凸状になっ

て い る。 しか も 印

鑑 の ように、文字

も写真 も左右 逆像

に作 られ てい る。

凸版 を使った印刷

は、版 にイ ンクをつ け、紙 な どに直接押 し当 てる方式が

一般的で、版に作 られた左右逆転の文字や写真は、印刷

された段 階で反転 し、正像 に なる。 この版 式が他 の版式

より遥か昔 に発 明 され、 しか も現在 まで絶 える事 な く引

き継 がれ てい る理 由の一 つは、原理 と して も分 か り易 い

ことで あ る 。そ れ は 「ハ ン コ を押 す 」の と 同 じや り方 で 、

多くの複製 印刷物 を作 る方 法で あるか らで、活版 印刷 の

別名 を持つ （M ov ing typeの翻訳）。

②凹版印刷

イ ンクを版 の凹部 にためて印刷 す る凹版 印刷

凸版 とは反対 に、 画線 部 を凹状 に したの が凹版 印刷 。

印刷 は版全体 にイ ンクをつけた後、 ドク ター と呼 ばれ る

薄い鋼鉄刃 で こす って余分 な イ ンク を掻 き落 と し、窪み

に残 ったイ ンクを印刷素材 に移す ため、版 は逆像 になる。

普通、凹版 と言えば写真製版の技術 を使わない「彫刻凹

版」 を指 し、紙 幣や証券 な ど限 られた用途 に使 われて い

る。 これ には腐 食 に よる 「食 刻 凹 版」 と、彫 刻 に よる

「 直刻 凹版」が あ る。

これ に対 し、 一 般 に よ く使 われ て い るのが グ ラ ビア
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画綾部 画凍部 面線部（凹状）

、版

印刷業村

インク

ドクタ ー

インク皿

（正 式 に は フ ォ ト

グ ラ ビ ア ）で あ る 。

写真の再現には連

続調 のポ ジフ ィル

ムを使い、版全体

を小 さなマス で区

切った上で、 明 る

い部分 はセ ル （イ

ン ク が 溜 ま る 凹

点） を浅 く、 暗い 部分 は深 く製版 す る。 それ に よって、

セル の大 き さ は 一 定 で も凹 部 に つ ま る イ ン ク の 量 に よっ

て階調 が表現 で きる。 しか し、 一度版 を作 った後 は修 正

がで きない とい う難点 があ る。 その欠 点 を改 め、 さ らに

印刷 表現 を高 め るべ く開発 されたのが 、網点 フイルム を

併用す る方法 で、綱点 フイルムか ら起‾こした平 版 （オ フ

セッ ト） で校正刷 りを行 ない、 フイルム上 で修 正 を行 な

った後、 グラ ビア用 の版 を作 って本番 印刷 を行 なう。現

在は、 グ ラビア と言 えば この綱 点 を併用 したグ ラビア を

指す。別 名 グラ ビア印刷 。一般 的に 凹版 とは どうい うも

のか といえ ば、 それ は銅 版画 あるい はエ ッチ ングといえ

ば通 りが 良い。

（ 釘平版印刷

表面は平で水 と油の反発を利用する平版印刷

ミクロ ン単位 の僅か な凹凸 をつ けた平 凹版 や平凸版 を

含め、基本 的 に平 版 の表面 は平 らで ある。 この印刷方 法

は、炭酸 カル シウ ムが 主成分 の石 を使 った石版 印刷が 始

画琴部

平
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）

画綾部 画綾部（親油性）
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水
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版

リ
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イー ■

州インク

、水

芝‡㌶

＝＝＝＝＝卦 印刷素材

ま りで、 画線部 を

親油性、非画線部

を親水性 に し、 版

を水 で湿 らせ てか

ら油 性 の イ ン ク を

付け る と、画線 部

だけ にイ ンクが付

く。水 と抽が反発

する性 質 を利用 し

てい る。 昭和 初期 まで アルバ ムや複製絵 画、高級 美術 印

刷な どに使 わ れた コロ タイ プ も平 版印刷 の一種 。 コロ タ

イプ はゼ ラチ ンを使 った感光液 を ガラス に塗 り、図版 の

連続 調 ネガ を焼 き付 けて出来 たゼ ラチ ンの しわに イ ンク

を着 け て印刷 す る もの。 版 に耐久性 が な く多 くの印刷 が

不可能 なため姿 を消 した。現在 は、 アル ミを使 った金属

平版、 P S 版が 主流。 また、油性 イ ンクが付着 しない シ



「 印刷 をめ ぐる言 説」 印刷技術の発明と表現

リ コン ゴム を非画 線 部 に使 い 、湿 し水 な しで 印刷 す る

「 水 な し平版 」 もあ る。平 版 を使 った印刷 はほ とん どブ

ラ ンケ ッ トに 転 写 す る オ フ セ ッ ト （o ffse t） 方 式 で あ る

事か ら別 名 「オ フセ ッ ト印刷 」 と呼 ば れ る。 オ フセ ッ ト印

刷は、 版 につ けた印刷 イ ンク を一度 ブ ランケ ッ トに転 写

してか ら、紙 な どに印刷 す る方式 のため、使用 す る版 は

左右逆像 で はな く正像 に なる。そ のため 間違 い も少 ない

④孔版印刷

版 に インクを通 して印刷 する孔版 印刷 は、枠 に絹 や テ

′
．才

孔
版
（
直

刷
り

方
式

）

画繰部

クン
ー
【

イ

↑

画線
1
部 画緑部

スキージ

－｝ト

w 〝版

鳩叫素材

〉W 版

トロ ン な どの ス ク

リー ン を張 り、 乳

剤、樹脂などで布

面を ブ ロ ッ ク し 、

イン ク を通 さ な い

よう にす る 。 画 線

部だ け が イ ン ク を

通し、印刷 素材 に

写る。 印庄 はス キ

ージ とい うゴムヘ ラで押 し付 ける。版 は正像 に作 られ る。

現在使 われ てい る もので は、 シル クスク リ、－ ン印刷が代

表的 な もので 、先 端技 術 のIC チ ップ の回路 な ど もシル

クス ク リー ン印刷 に な る。 た だ しス ク リー ンの 部 分 は ス

テン レス を使 用 。 また 、 7 0 年 代 まで は 「 ガ リ版 印刷 」

と呼ばれた「謄写版印刷」が大活躍 した。80 年代 に家

庭な どで流行 った年賀状 印刷 「プ リン トゴ ッコ」 も孔 版

の原 理 を応用 した もので ある。 また事 務機 として多 くの

支持 を得 て い る理想 科 学 の リソグ ラ フ も孔 版 印刷 であ

る。

第2 章 凸版印刷 （活版印刷）

■凸版印刷の歴史

最近 は印刷 の事 を知 らない 『デザ イナー』 とい うのが

大きな顔 を してい る。パ ソコ ンのモニ ターの画面 で作 ら

れた もの を カ ラ ー プ リ ン タ ー で 出 力 す る 。 出力 した ペ ー

パー を「印刷 」と宣 う。学校 で は印刷 を教 えな くなった。

印刷現場 で覚 えれ ば良い とい う考 え もあ ろうが、キ ーボ

ードか ら打 ち出 され る活字一 つ とって も物 には歴史が あ

り、 それ を作 り上 げた人 々の心 が ある。

活 字の特 質は、 自由な組 み換 えが可 能 で、 同 じ字形 を

無限 に生 産 す るこ とが で きる点 。そ うであ る とす れ ば、

今日の デ ジ タル フ ォ ン ト も「活 字 」と言 う こ とが で き る 。

そして、間違 いな くその原点 にあ るのが金属鋳 造活字 で

ある。鋳 造活 字 を用 いた近代 印刷術 に よって、 さま ざま

な印刷 メデ ィアが生 み出 され、それ は社会 を大 き く変 え、

文化 を支 えて きた。活 字の特 質や歴 史 はまた、近代社 会

の特 質 とみ ご と に重 な っ て い る よ うに も思 え る。 活 字 に

よって もた らされ た恩 恵 を我 々 は忘 れて いる。

まず は 日本 の活版 印刷 の歴 史 を振 り返 って見 たい。 グ

ーテ ンペ ル グの 「42行 聖書」（145 5年 頃）が作 られてか

ら15 0 年前 後 に 日本 で も活 字 の製造 が始 まる。 キ リシタ

ン活字である。だが本格的な活字が作 られ活版印刷が行

われ るの は幕末か ら明治 にか けてであ る。 開 国に よ り西

洋列 強か ら身 を守 るた め、西洋 では 「聖書 」 だった もの

が日本 では 「辞書」 で あった こ とに我が 国の活版 印刷 の

特長 を見 る事が 出来 る。

駿河版銅製活字は国内で最初に造 られた銅活字と言わ

れてい るが、 日本 で最初 に鋳造 され た金 属活字 は、 キ リ

シタン版用 に鋳造 された鉛活字 であ るが （キ リシタ ン活

字につい て は印刷学 会 出版部 か ら研 究 書が 出 てい る。）、

次に現れたのが、駿河版銅製活字だb た。豊臣秀吉が朝

鮮に出兵 した 翌年 、 15 9 3年 （文禄 2 年 ） に手 中 に した

李朝銅活 字が 日本 に持 ち帰 られた。秀 吉 はこれ を後 陽成

天皇に献上 した。1603 年 （慶長8年）徳川家康は征夷大

将軍 とな り、江 戸幕府 を樹 立 した。 その後 、家康 が この

李朝銅活字に習い、競 って遣 らせたのが駿河版銅製活字

になる。 これ は後 陽成天皇 を介 しての秀吉・ 秀頼 と家康

の活 字 による出版へ の意欲 と学 問での優位 を競 うため の

政治 的駆 け引 きに利 用 された。 これで印刷 され た 『大蔵

ぐんしょちよう
一覧』や 『群書治安』などは江戸時代初期の大出版事業

を生 み 出す 原動力 となった。『群書治 安』 は中国 の 「唐」

▲駿河版銅製活字

の時代 の治世 に関す る もの を抜 粋 し編 集 した書物。 当時

の権力者の虚勢本 である。駿 河版銅製活字 は16 07 年

（ 慶長 12 年）当時の駿府、現在の静岡県に隠居 した徳川

家康が林道春 と金地院崇伝に命 じて遣 らせた金属活字で

総数は約 11万 本 強 と推定 される。木製の種字か ら父型
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を と り、 銅 を流 し込 んで鋳 造 された。 鋳 造 は 1 6 0 6 年 か

ら16 16 年 にか け、 3 度 にわ た って な され た。活 字 の鋳

造技術 は貨幣鋳造のそれと共通 している。家康の没後

（16 16 ）、火災 に遭 って焼けたが、一部が紀州徳川家の

南葵文庫 に伝 えられ、昭和 15 年に凸版印刷株式会社の

所有 となった。現在、銅大字一箱 866 個、銅小字 17箱3

万13 00個、木活字5箱 5，8 13個、銅罫線88個、銅輪郭18

個、摺板2面が保存 されている。幕府は家康の死後、継

承する推進力 を失い、金の掛かる出版事業から撤退する

が、江戸文化や町人文化の中で出版事業は大 きく花開 く

ことにな る。 これ は木 版活字 が流通 してい た とい う、 当

時の社会的な下地があった事実、木版活字だけでなく彫

刻師 の活 躍 もあ り、江戸 時代 には活字 や版画 を売 買す る

問屋の存在 もあった。（木版や浮世絵 については本論か

ら外 れ るので割愛 す る）

主 な活 字 には次 の ものがあ る。

●江戸中期国産欧文木活字 蘭語訳選

オ ラ ンダ将来欧 文金属活 字 1796 年

●市川兼恭・ 山本勘右衛門製鋳造金属活字 1 849 ～58

年 （嘉永 2 年～安 政 5 年） オラ ンダ語教科 書 （レース

ブ ッ ク）

●三代木村嘉平 製蝋型電胎法金属活字 18 54～ 64年

（安政元年～元治元年）英文辞典

●幕末国産木活字一1856 年

●大鳥圭介製鋳造金属活字 1857年～ 1860年 （安政 4

年～万延元年）

大鳥圭介は幕末、新撰組の土方歳三 らと共に函館・五

稜郭 で幕 臣 と して明治新 政府 と戟 ったこ とは有 名。元 々

幕府の大学校の責任者でもあった大鳥は、当時の外国語

の主流 であ ったオ ラ ンダ語 の翻訳 用の辞 書 を編纂 してい

る。明治 に なって大島圭介 は貴族 になるが、印刷 につ い

ては後 の本 木 の活 躍 に焼 きもちを焼 い てい る。 この よ う

に考 える と「活字 」 と言 え ど も歴 史 と密接 に関 わって い

ると言 え る 。

キ リシタ ン版 と駿 河 版活 字の消 滅後 、 ほぼ 24 0年 、 よ

うや く長崎において本木昌造 （182 4～ 75） が鋳造活字

の製作 に成功 す るまで、 日本 にあって は本格 的 な活 版印

刷は存 在 しなか った。

■日本の近代印刷 の功労者、本木昌造 （18 24 ～ 18 75、

52才で病没）

長崎 に生 まれた本木 昌造 は、 二男 として生 まれ、養 子
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と して本 木家 に入 った。

1 6 才 で 通 詞 末 席 とな り

通訳 と して活 躍 。 18 6 4

年下 田ペ リー来 航 時 は、

通訳 と して 江 戸 ま で 出

張。 ロシアの海 軍、 プチ

ャーチ ンの来航 の時 も出

張。 デ イアナ号が津 波 で

沈没 した折 に は、 下 田で

船大工 を指揮 し代船 を建

造 した。そ の時の技術 で長崎 に鉄製 の橋 を 日本で初 めて

建造 してい る。 彼 は上 海 に渡航 した折 、 ウ イリアム・ ガ

ンブルか ら活版 印刷 で刷 られた聖書 を見せ られて、活 版

印刷 の虜 になる。

明治 に なって本木 昌造 の 「活版 鋳造法 と印刷 法」

（1 8 5 1年） に よって 日本で も活字 文化 が盛 ん にな る。 し

か し欧文 で使 用 す る文 字 は わず か26 文 字 であ る の に対

して、 漢字 は 『康興 字典 』（こ う きじてん） に収録 され

た もの だけで も約 4 7，0 0 0字 もあ る●。 日本 の近世 にお ける

出版文化の担い手は木版印刷 だった。木版印刷は版面に

文字や絵を刻み、その上に墨や絵の具を均等に塗 ってか

ら紙 をのせ 、上か らバ レンとい う道具で こす る方 法で あ

る。現 在 の 目か らみ ると、 木版が ペー ジ単位 で文 字や絵

を配 置す るアナ ログ的技術 であ るのに対 して、活版 は文

章を 1 字 1 字 に分解 す るデジ タル的発 想 であ る。 昌造 も

最初 は木版 の方法 に とらわれてい たので、 日本字 を活版

で刷 る とい うア イ デ ィ ア を直 ぐ思 い つ か な か っ た。 や が

て活版 の ほうがすべ ての面 で合 理 的、かつ能 率的 であ る

ことに気 づ く。 しか し、 日本語 活字 の開発 は苦難 の連続

で、変 体仮 名 をふ くめ約200 種 の 「か な」 の活字 母型 を

つくるだけで も、 1 年以 上か かった。 それぞ れの活字 は

できて も、 こん どは活字 の高 さがそ ろわ ないため、 印刷

され た文 字 に ム ラが で きて しま う。 な に よ りも、 日本 語 は

画数 の 多 い漢 字 が あ るの で、

▲本木昌造

これ を活 字 に仕 上 げるの は困

難な作業 だ った。 昌造 はや む

なく将 棋 の駒 に 用 い る黄 楊

（つ げ） な どを利 用 して 木活

字をつ く り、鉛 活字 とまぜ て

使用 した。黄楊 は後 に活 字の

母型 を作 るの に使 用 された 。

犬山市の博物館 『明治村』に



「 印刷 をめ ぐる言 説」 印刷技術の発明と表現

は本木昌造の活版印刷機が展示 してある。（前頁上写真）

本 木 昌造 は使用 頻 度 の調 査 を基 に作 っ た漢 字 セ ッ ト

に、や カナ を加 えて活 字 を鋳造 したが、投資 額 も膨大 に

なって しまった。彼 自身の 『武士 の商 法』 も災い し、本

木昌造が創立 した「長崎陽新塾」は一年で早 くも経営危

機に見 舞 わ れた。 や むな く彼 は、 目をか けて いた 門人、

平野 富 二 （1 8 4 6 ～ 9 2 ） に経営 を まか せ る こ とに した。

富二 は18 72年 、近代化のすすむ首都東京に進出、神田

佐久 間町 に工場 をか まえ、つ ぎに築地 に移転 し、社名 を

「 東 京築 地活 版製 造所 」 とした。 こ こで製造 された活 字

が有名 な『築地活字』である。

は昭和 の初 め まで続 き、多 く

の活字 職人 を輩出す る事 にな

る。活 字の制作 には種 字彫 り

の専 門職人 を必要 とした。彼

らは戦 地 に赴 く時 、 遺 品 と し

て木製種字を家族に預けてい

る。今 日、簡 単 にキー ボー ド

を叩 くと 出 て くる活 字 は、 こ

れら職人 たちの血 と汗の結 晶

である。

「 東京築地活版製造所」

▲平野富二

日本 での写真 印刷 を三色版法 と して確 立 したの は小 川

一真 （1860 ～1929 ）で、1896 年の「写真新報」に仏画

の彩色 画 を三色 版 に して、複 製挿絵 として印刷 してい る。

日清・ 日露戟争 な どに よ り情報 と しての写真 の重要性 が

増し、写真 が 印刷 に重要 な位置 を占めてい く。

因み に当時 の活版製造 所 と して は、 ほか に紙 幣寮 （の

ちの大 蔵省 印刷 局 ） な どが あ り、 また 日本 の 印刷 物 の

6 0 ％ を 占める秀英 舎 （現、 大 日本印刷 ）、 凸版 印刷 な ど

の印刷 所 が 1900 年 まで に創 業 して い る。秀 英 舎 を設 立

した佐久 間貞一 は「工場法 」を 日本 で初 めて制定 させた。

当時の職人の平均寿命が4 0歳 とい う労働条件 を社会主

義者・片山潜 らと共に政府に働 きかけ労働基準法の基礎

となった 「工場 法」 を制定 させ た。 明治の印刷 メデ ィア

の貢献者、本木、平野、小川、佐久間らの多 くが幕臣の

出身 であ った事 も不思 議 な事 であ る。 明治政府 に よる薩

長藩 閥政 治が正統 とされ る歴 史観 は見 直 されな くて はな

ら な い 。

新 聞・雑誌 とい う新 しい メデ ィアに とって、活字 はそ

の中核 となるハ ー ドウェ アで今 日の電 子機器 にお ける半

導体 にあたる。「東京築地活版製造所」 などで製造され

た活字 の供給 を受 けるため に、 当時多 くの新 聞社 が 隣接
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地の銀 座 を拠 点 とした。 これが 中央の 出版 文化 の始 ま り

になる。映像 も音声 もない時代、激 動す る政治経 済の情

報は全 て活 字 を介 して 日本 中 に発信 されたので あ る。今

日の ような映像や音声 の ない時代 だか ら手書 き文 字 と活

字は どち らがす ぐれてい るか、 な どとい う議論 はお きな

かった。 む しろ活字 を信奉 し、活 字 にのめ りこむ “活字

読者 ” を生 んで いった。現代 の ゲー ム中毒 人た ちの よ う

に。漢 字 を制作 す るの は現代 で も大 変 な作 業で、パ ソ コ

ン、 ウ イ ン ドウ ズ で お 馴 染 み 、 マ イ ク ロ ソ フ ト社 の ビ

ル・ ゲ イ ツの世 界 戦略 で 問題 となっ た もの に漢 字 が あ

る。 ビル・ ゲ イツは 日本 で成 功 したので 中国本土 の戦略

に自信 を得 た と言 われて いる。

■グーデンベルグの4 2 行聖書

印刷 とい え ば 15世 紀 の グー デ ンベ ル グ を抜 きには語

れない。そ れは グーデ ンベ ル グが、 冷却 時に膨張凝 固す

る活字合金を考案 して、非常 に精巧 な鉛活字の制作 を実

現し、 この活 字か ら組 版 を作 り、 プ レス に よって刷 り上

げる とい う プ ロ セ ス を完 成 さ せ た こ と に あ る 。 4 2行 聖

書は一段 あ た り42 行 で組 まれ た 2 段 組 み の ラテ ン語 の

聖書 で180部 程 印刷 した。 これが 『グーデ ンベ ルグ42行

聖書』 であ る。 グーデ ンベ ル グが初 め て実現 した平 圧 印

刷機 は、木製 の葡萄 絞 り機 に ヒ ン トを得 て改良 した もの

だと伝 わ ってい る。彼 は聖書 とい う大冊 の本文 印刷 を一

挙に完 成 させ た 。 これ を皮 切 りに、 15世 紀 の後 半 に は

全ヨー ロ ッパ に怒 涛 の ご と く印刷 術 が 普 及 した。 この

5 0年 間に活版印刷で制作 された印刷物 を初期揺藍期本

（イ ンキ ュナ ビュ ラ） とい って、今 日で は これ を大 変珍

重す る。 当時の ヨーロ ッパ は写本 に よる出版活動 が最 も

発達 してい た時代 であ った。 今 日の我 われに は信 じ難 い

ほど高度な技法を駆使 し、手間暇をかけた手仕事で制作

され た高級制作 物 か らい わゆ る量産 品 まで、あ らゆ る種

メ脚
仰山∬小叔さ○柑01脚血糊忠

地畿濫怒
張認濫監
護檻蛋
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▲グーデンベルグの印刷機 （模型）と4 2行聖書



類の文書、 図像、 図書が制作 され てい たが、 これ らは印

刷術の登場で一気に滅びた。これは現在でいえば技術の

デジ タル化 に も似 てい る事件 で ある。

グーデ ンベル グは活版 印刷 の 開祖 とされてい る。 ヨハ

ンネス・ グーデ ンベ ルグ とい う人物は、ほ とん ど正体不明

の人で 、13 9 4 ～ 13 9 9年 の幅 なかの 、 ど こか で生 まれた

と推 定 され る。 ドイ ツのマ イ ンツの貴族 出身の彫金 師だ

った とい わ れて い る。 ス トラス ブ ー ルに亡 命 、 1 4 4 4 ～

1 4 4 8 年 の間 にマ イ ンツ に帰 り、 14 5 0年 ごろ活版 印刷 機

の発明 を完成 させた と考 え られる。「この頃」 としか言 え

ないのは彼 に関す る歴 史 的な記述が ない ためで、彼 の記

録で一 番 詳 しい の が ヨハ ン・ フス トな る男 か ら金 を借

り、返 せ な くな って起 こされた訴訟記 録 だ と言 うのは皮

肉な話 だ 。 人 間 と言 うの は な か なか マ ス コ ミ な ど に取 り

上げ られた りす るこ とは無いが、悪 いこ とを した時位 しか、

取り上げ られない。 ま して歴史 に名が残 るこ とな どない。

話 を戻 して 、 この ヨハ ン ・ フ ス トの 主 張 だ と2，0 0 0 グ

ルデ ンをグ ーデ ンベ ル グに貸 した。 グー デ ンベ ル グ も

1 ，8 0 0 グ ルデ ン借 りた ことは認 め てい る。彼 は裁 判 に負

けて印刷 所 を フス トに取 られて しま う。そ して失意 の内

に死 んだ とされる。死 んだの は1 4 6 8年 2 月 3 日。彼 につ

いての記録 とい うのは借 金 の裁判記録 と死亡届 けの他 は

何も な い 。 あ と は 2 0 世 紀 に な っ て ヒ ッ トラ ー の ナ チ ス

ドイツが小説化 して民族主義 に利用 した くらい しか ない。

と こ ろ で グ ル デ ン とい う通 貨 が 出 て くる が この 時 期 、

マイ ンツ市 の 官 房 長 の年 俸 が 130 グル デ ン、 数 年 後 に

2 0 8 グ ル デ ンにな ってい る。 彼 は中 々のい い暮 らしを し

てい た と言 わ れ て い る 。 つ ま り フス トの 投 資 は 当 時 の か

なりの金額で、都市政治家のほぼ年俸 10年 分 に相 当す

る。 1 7 8 7 年 に宮廷 作 曲家 に就任 した モー ツ アル トの年

俸が80 0 グ ルデ ンで あ り、 相 当 な高 額所 得 者 で もあ っ

た。 それか ら考 えて も、高額 な借金 を フス トか らグーデ

ンベ ル グ は した こ とに な る。

では、 グー デ ンベ ル の 『42行 聖書 』 を印刷 す るの に、

どの位 のお金 がかか るのか。 グー デ ンベル の印刷 機 は 6

台。 1470 年 に修 道 院に印刷 機 を 2 台、 16 5 グルデ ンで納

めた記録 が残 ってい る。 1 台80 グル デ ンだが 、 グー デ

ンベ ル グの場 合 は 2 0年 前 。 言 う まで もな く新 規 に印刷

機を作 らね ば成 らなかった と見 るの が妥 当だろ う。 か り

に 1 台、 1 0 0 グルデ ンか か った と して 6 台 で 6 0 0 グ ルデ

ン。大 変 な金額 だ。 また当時 は紙が まだ な く、紙 のかわ

りに仔 牛皮 を使 用 してい たの で、 1 部つ くるの に 17 0 頭

もの子 牛 の皮 が 必 要 とな る。 印刷 され た もの を3 5 部 と

する と5，9 5 0 頭 もの子 牛 が要 る こ とにな る。 この紙 代 で

3 9 0 グル デ ン。膨大 な経費 がかか る。

紙 の 出現 による生産増 大が印刷 業の展 開 を助 けた こ と

が良 く分 か る。 6 0 0 ＋3 9 0 ＋ 9 0 0 ＝ 18 9 0 グ ル ≠ ン。 フス ト

から借 りた金 が1，80 0 グルデ ン。 活字 、工 房 の設備 も考

えた ら もう赤字。 さらに活 字 を運 んだ り、雑用係 の人件

費もか か る 。 お ま け に 『 4 2行 聖 書 』 を印刷 す る’の に、

2 年 もか かって いる。 これで は破 産 しない方が不 思議 な

くらい だ。 ちなみ に19 9 7年 に慶応義 塾大 学が創 立10 0周

年事業 として湘 南藤 沢 キ ャ ンパ ス で 『42 行 聖書 』 を購

入した。購入価格 は明 らかでないが、 1987 年 の落札価

格が約 8 億 円 であ る。 つ ま り『42 行 聖書 』 を所 有 す る

事はそれ程 ス テー タス な事 なの だ。

話 を戻 して、 なぜ 『4 2行 聖 書』 を グーデ ンベ ル グは

印刷 したの だ ろ う。 当時 の識 字率 の低 い時代 にあ って、

教会 や王侯 、貴族 に とって聖書 はブ ラ ン ド品 であ り自 ら

をか ざるステー タス な商 品だ った。 なん と、全 部予約注

文完売品。ただ政情不安な時代だから教会や王侯の庇護

な しに始 める にはひ ど く危 険 な賭 けで はあ った。 じつ は

金を貸 した フス トは儲 か る と見込 んで グーデ ンベル グの

弟子 を丸 め込ん でグー デ ンベル グか ら権利 を全 部奪 お う

と した との説 もある。そ れほ ど活版 印刷 が新 しい仕事 と

して注 目されて いた ことにな る。確 か に この後、 有名 な

ルター による宗教改 革が あ り聖書 が大量 に印刷 され民衆

の問 に 広 ま っ て 行 く こ と に な る。

1 5世 紀 の印 刷 業 者 に どん な人 が な った か と言 う と、

グーデ ンベ ル グの印刷 術以 前 は、多 くは写 字生 な ど修道

士が中心であった。聖書、なかでも福音書や詩篇が豪華

な装 飾写 本 と して生 み 出 され てい た。「小 説」 の発 生が

キリス ト教 の 告 解 と い う罪 の ゆ る し を神 に乞 う事 か ら、

文学 として発 生 して登 場 した。 この 『告解 』 とい う書簡

の形式一神への私的書簡－が変質をとげたのが、 17世

紀であ る。背 景 には印刷革命 によって もた らされた技術

変革が あ っ た。 14 5 0年 頃 に グー デ ンベ ル グに よって発

明され た活 版 印刷 技術 は、 1 4 7 6年 に はイギ リスで ウ イ

リ ア ム ・ キ ヤ ク ス ト ン （1 4 2 2 ～ 14 9 1 頃 ） が 印 刷 所 を創

設す る な ど、 ヨーロ ッパ各 国へ と順 調 に普 及 し、 ち ょう

ど製紙 技術 の 中国 か らの導 入・ 発 展 とあ い まっ て、 15

世紀の終わ りには、印刷本は約 3 万 種類 、600 万冊 に及

んだ と試 算 され て い る。 キ ヤ クス トン は イ ギ リ ス に 印 刷

術を伝 え な が ら 国王 らの パ トロ ンを 得 て、 英 語 で トロ イ
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リ物語 『 トロイ歴史集 成』 を献上。 印刷 革命 が与 えた影

響は多 く、数 え上 げる ことはで きないが、 第一 にあげて

おきたいの は、印刷本 と読者 層の登場 によって書物 の権

威づ け シス テ ムが根 本 的 に変 わっ て しまっ た こ とであ

る。従 来 な らば ローマ教皇庁 によって書物 に示 された教

義の検討があ り、究極的には正統／異端裁判があって、

その書 物が もつ価値 が一元 的 に計 られ たのであ る。マ ル

ティ ン・ ル ター の 登 場 に象 徴 さ れ る とお り、 印 刷 され た

書物 を、 それ 自体 が教皇庁 を批判す る書物 であ った と し

ても、読 者 が直接 手 に入 れ る事 が可 能 にな り、書物 の も

つ影 響力 は、現在 のわれ われの社会 にお いて見 られ る と

おり、 発 行 部 数 とい うス ケ ー ル に よ っ て計 ら れ る よ う変

わって行 った。

また イギ リス にお ける清 教徒革命 を経 て印刷術 はニ ュ

ース メ デ ィ ア と して の新 聞 の発 行 に貢 献 す る こ とに な

る。「商 人 な ど大 陸 の情 報 に具体 的利 害 のあ る人 間 （大

体、独 自の情報網 を持 ってい る） を除 いて、 こ うした対

外ニ ュース読者 の一つ の核 は、熱 心 な ピュー リタンの諸

君であ った。 かれ らは 『世界 』 を神 （プロテ ス タ ン ト）

と悪魔 （カ トリック） が闘争す る一つ の舞台 とみた。 そ

う した頭 の なかの 『戦場 』の動 向、外 国ニ ュース に、彼

らは一喜 一憂 した のであ る。 そ こに見 られ る関心・ 態 度

が、しだい に、物 質上 も観念 上 も本 人の利 害 も もた ない、

ふつ うの 人 間 に も拡 散 し、浸 透 して ゆ く もの と思 わ れ る。

『 定期 的』 なニ ュ ース になれ、 そ れ を 日常化 と して欲 望

する人間の誕生である。」（「読者の誕生」香内三郎） グ

ーデ ンベ ルク以後 の印刷 物 をイ ンキュナ ブラ （金属活 字

で印刷 され た印刷物） とい うことで、そ れ以前の木 版印

刷と分 け るほ ど、 メデ ィア として の印刷革命 は衝撃 的で

あった。そ の後の書物 を読 む市民社会 の成熟 、 ジ ャーナ

リ ズ ム の 誕 生 、と続 くプ ロセ ス は お 定 ま りの 議 論 で あ る 。

■活版印刷・実践編

川端康成が「人生劇場」激賛の一文を寄せたのは、昭

和10年 4 月16 日付 け の読 売新 聞 で あ った。 そ れ は文芸

欄の与 え られ た全 紙面 を費や して、 しか も次の ような書

き出 しで始 まる感銘 的 な もので ある。『彼 岸 の中 日、雪

の日、（特 にその 日付 をここに誌 して置 きたい程）、私 は

よき 日の思い に溢 れ た。尾 崎士郎 氏 の 「人生劇場 」 に感

動してであ る。 その 日の後、私 は この小 説 とこの作者 を

思って、幾夜か眠れず、房総の旅 に出たが、まだ眠れぬ

程で あった。 聞け ば、 印刷 所 では、職工 達が校 正刷 りを
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奪い合 って読ん だ といふ 。私の家庭 で もそ うであ った。』

昔の印刷所は文化の拠点であった。「人生劇場」のげ ら

刷りを奪 い合 う ように読 んだ文選 工 たちが活躍 した時代

は印刷・ 出版 は知 識、学 問の象徴 と して存 在 した。活 字

は無 くな ったが 、原稿 用 紙 に型枠 の面 影 を留 めて い る。

しか し、パ ソコ ンを導入 して も未だ に原稿 用紙 の プ リン

トをしてい る人 が居 るが、そ れ も一つ の思 い出作 りなの

かも知 れ な い 。 人 は ヒ ス トリ ー （歴 史 ） を失 っ て もス ト

リー （物 語 ） の 中 に生 き る こ とが 出 来 る 。

東京 か ら帰 り、印刷業 を継 いだ伊藤形 成 さん と知 り合

い、名古屋 活版 さん の鈴 木宗夫 さんにお会 いす る機会 を

得た。名古 屋活 版 は南 区 にある活字製 造か ら印刷 まで こ

なす、数少ない活版印刷の会社である。

早速、名古屋活版地金精錬所の鈴木宗夫さんをお訪ね

した。 目的 は活 版印刷 の現場見 学会 。活版 印刷 は もっ と

も古 い印刷 術 と言 われてい る。 ほ とん ど産業 遺跡 と言 わ

れて も過 言 では ないが、 ここは大 いに違 ってい る。伊 藤

成形さんご夫妻の紹介で取材が実現 した。

名古屋活版地金精錬所は名古屋市南区要町にある。工

場裏の事務所の応接室の棚に手刷 りの活版印刷機が赤錆

た物 も含 め て数台置 かれ てい る。以 前、友 人の タイポ グ

ラフ ィー デザイ ナー味岡伸 太郎 さんの処 で 目に した イギ

リス製 の もの とは違 った、 日本製 手動 フー ト印刷機 で あ

る。私 やマ ニ アに近 い伊藤 夫妻 に感動 の笑 みが もれ る。

工場 内は現

役稼動 中の50

台を超 える活

字鋳造機がガ

チャボ コ と細

い通 路 に面 し

てフ ル 稼 働

中。 ほ とん ど

が年季が入っ

た機械で、昭
▲手 動 フー ト印刷 機

和3 0 年代 か ら4 0年 始 め の もの で ある。 なぜ こん な に も

年季 の入 った機械 が動 いて いるのか とい う と、全 国に活

版印刷 会社 が 名簿 上 で も250 0社 あ り、毎 月400 ～500 社

から活字の注文が くる。名古屋活版地金精錬所 は北海道

から九 州 まで全 国 の注 文 に応 じて対 応 してい る点 が 特

長。また活 字 は東京 や 関東 地方 と名 古屋・ 大阪 な どで は、

同じ号 数で も活字の大 きさが 違 う。 無い文字 は原字 の デ

ザイ ンか ら行 い、母型 が な くて も、 ベ ン トン彫刻機 で制



作し て い る 。 初 号 （4 2 ポ イ ン ト） の 大 き な もの か ら 7

号（5 ．5 ポ イ ン ト） も し く は 6 ポ イ ン トま で 様 々 な 書 体

を取 り揃 え て あ る。

▲エ場内で稼働 している活字製造機

▲活字鋳造機 ▲ベ ン トン彫刻機

活版 が まだ元気 なのは、東京 で は出版社が 集中 してお

り、現在 も漫 画週刊誌 な ど主要 な漫 画誌、週刊 誌、 月刊

誌、 クルマや競 馬の雑誌 に使用 され、 週刊誌 な どでは押

しの ある活版 印刷 の方 が紙面 に強 さ と迫力が 出 るこ とを

好む編集者が多い事に由来する。また突発的な記事の差

し替 え も手文選 で行 う活 版印刷 の方が便 利で あ る とい う

事情 もあ る。

鈴木宗 夫 さんの話 だ と「活版 印刷 はオ フセ ッ ト印刷 と

比べ て も、 文 字 が くっ き り とシ ャー プ で礎 色 も少 な く長

▲ 2 階の活字の山

それ らの書体 も含 めて、工場 の 2 階に は 3 万 個以上 の

様々 な活 字が所狭 しと並 ぶ。 これ らの中 には廃 業 に追い

込まれ た印刷所 の活字 もあ る。活版 印刷 の技術 の ように、

廃業 した ら二度 と再 び復 元困難 な場合 が多 い。 鉛 と錫 と

アセテ ンの合金 であ る鉛 活字 だけで も百 トンを越 える活

字が ゴ ミとなる。 工場 の周 りには廃業 した活版 業者 か ら

引き取 った活字鋳 造機 や活版 印刷 機が ブルー シー トをか

ぶせ た状態 で置 かれて いる。す でに部 品が製造 され てい

ない活版 印刷 で は、 これ らは活版 機械 の補 修用 の部 品 と

して使 われる。活 字部 の工 場 には ピカピカのハ イデ ルの

印刷 機が あ り奇麗 に磨 かれ晴れ姿 で鎮座 す る。 その美 し

い姿 に改 めて惚 れ惚 れ とした。

名古屋活版地金精錬所では活字鋳造だけでなく、詩集

や小 説、俳句 集 な どの オ リジナルな印刷物 の制作 も積極

的に行 ってい る。 また手漉 き和紙 な どの新 製品 の開発 も

進めてい る。名古屋 は 出版社 も少 な く、 この地域 での活

字文化の貴重な担い手の会社である。

名古屋活版地金精錬所

〒457－0802 名古屋市南区要町 4 －4

電話 052－613－0740



「 印刷 をめ ぐる言 説」 印刷技術の発明と表現

▲ハイデルの活版印刷機

第3 章 凹版印刷 （グラビア印刷）

■版画の成立 と銅版画

自 ら運 営 す る N P O 法 人 愛 知 ア ー ト・ コ レ ク テ ィ ブ の

紙版 画 の講座 で 、黒 イ ンク をロー ラー につ けて刷 る とJ

参加 してい る子供 た ちか ら「わー つ」 と歓 声 が上 が る。

この場合、転 写で は無い のだが 「刷 る」行為 に感動 して

いる事 になる。凹版 印刷 の イメー ジは一般 的で はない。

版 画 （凹版 ） とい うジャ ンルが独 自性 を発揮 してか ら

久しいが、版 画 を英語 で プ リン トといい、 それ は印刷 を

意味 す る言葉 であ る。 そ う した言葉 か ら何 ら掛 け離 れ る

ことな く、 刷 る こ と ＝プ リ ンテ ィ ング が 拡 大 され て 、 今

日の多彩 な版 画表現 の多 くを生み 出 してい る。刷 る こと

のは多 くは版 に ゆ だ ね た イ メ ー ジ を紙 に置 き換 え る こ と

であ るが 、元 の イメ ー ジの変質 、あ るい は再 表現 とが、

現代美術 の 中で版画へ の 関心 を巻 き起 こ した。 またそれ

は印刷 とい う複 数性 、複製技術 へ の関心へ とつ なが って

行った。美術 評論家 の岡田隆彦 は 「物体 の記 号化」

（ 1974年美術手帖）の中で「現代版画の現代 的な魅力 は

やは り、 複 数 性 よ り も 〈刷 る こ と〉 に あ る の だ と思 う。」

と述べ てい る。

14 5 5年 ごろの グー デ ンベ ルグの 印刷 術 の発 明か ら56 0

年余。 18 3 9 年 に ダゲ ール が始 め た写真 の ダゲ レオ タ イ

プか ら1 6 7 年 余 り。 1 9 8 5年 に ア ップ ル コ ン ピ ュ ー タ ー が

発売 され てか ら2 2年 。版画 も大 き く変 化 した。

既 成 の もの を コ ピー す る とい う こ とが 版 画 の 方 法 と し

て自覚 される と、 それ と複 数性 とい う条件 とは必ず しも

結びつか ない場合 が出 て くる。 この場 合、複 数性 よ りモ

ノタイプの制作 に こだ わ り、禁欲 的な即興性 に優 れた仕

事を展 開 してい る鈴 木広行 さん の ような作 家 もいる。

銅 版 画 は 15 世紀 の中葉 まで に は、極 めて ヨー ロ ッパ

的な図像 を生 み 出すため の格 好 の印刷 方式 と して活版 に

劣らぬ勢 いで浮上 して くる。 ヨーロ ッパ版 画 にはデ ュー

ラ、 ク ラナ ッハ な どが いる。木版 と比べ て版材 の クセが

なくて均質 なた め画面全体 に均質 な描線 が施せ る。最近

では、デ ジ タル カメ ラの普 及 によ り画像 自体 をデ ジタル

プリンターで出力 にす る場合 も多 い。転写 と しての複製

化の技 術 的 な発展 は80年 代 に始 ま るパ ー ソナ ル コ ンピ

ュー タ に よ る と こ ろ が 大 きい 。

版 画 は趣 味 と して存 在 を続 け る価 値 もあろ うが、本来

は複 製化 した メデ ィアと しての価値 にある。 だが、版画

は「刷 る」 とい う人間の 身体 的行為 で ある。そ の思想 的

な役 割 は重要 で ある。

■ グラ ビア印刷

英語 で表 記 され る ［G r a v u re ］ とは、 グ ラ ビ ア印刷

（術 ）、 あ るい は写真 凹版 （術） を意味す る言 葉 であ る。

方法 としては、版 を削 り取 り、 凹んだ部分 にイ ンクを乗

せ て印刷す る。ふ くらんだ部分 にイ ンクを乗せ る凸版 と

は、正 反対 の印刷 方法 になる。 グ ラビアは金属 や布、 ビ

ニ ール な どに も文字 や絵柄 をク ッキ リ と描 き出す ことが

可能 。そ れだけ、応 用範 囲 も広 い印刷 術 とい える。

グ ラビア印刷 は、 版胴 の表面が非 印刷 部分 になる食刻

凹版 や ラ ップ アラウ ン ド版 を使 う。 版 はイ ンキ容 器の 中

を回転 し、 イ ンキはエ ッチ ングされた溝 に残 る。 グラ ビ

ア印刷 には、 コ ンベ ンシ ョナル法 、綱 グ ラビア法 、電子

彫刻 グ ラビア法 の 3 種 類 があ る。コ ンベ ンシ ョナ ル法 は、

高 品位 な印刷 の ため に使 われ る。網 グラ ビア法 は、新 聞

の付録 （日曜版 な ど）や雑 誌、 ダイ レク トメールな どの

、印刷 に優 れてい る。電子彫刻 グラ ビア法 は、主 に包装紙

の 印刷 に使 われ る。 グラ ビア印刷 の最大 の特長 は大量 の

印刷物 を得 意 とす る点で ある。週刊 誌や 月刊 誌 な どの カ

ラーペー ジがあ る雑 誌 は身近 な ものの ひ とつ となって い

る。 グ ラビア印刷 の版 は円筒形 の鉄 で 出来て いる。 この

鉄 製 円筒 形 の表面 は0 ．0 8 か ら0．1 ミ リの厚 み で銅 メ ッキ

されて お り、 この銅 メ ッキの 層 を彫 って版 に してい る。

版 が真 円形 を してい るので、高速 で印刷 す るこ とが可能

で あ り、大量 の印刷物 に こそ 向いて いる印刷 方式 であ る。

だが、 この鉄 製 の版 が非常 に高 い。オ フセ ッ トの版 と比

べ る と、 約 10 倍 く らい の価 格 で、 概 ね 1 本 （ 1 色 につ

き 1 本 必 要 ） あ た り、 4 万 円 か ら 6 万 円 に も な る 。
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▲グラ ビア印刷 機

カラー印刷 の場

合は 4 色 だ か ら、

版だ け で 20 万 円

以上 になる。小 口

ッ ト、小 部数 の印

刷物や紙袋の注文

には 向 い て い な

い。 大 口 ツ トで 継

続的 に消 費 される場 合 は、版が 高 くて も印刷 代 が安 くな

るの で 、 コス トパ フ ォ ー マ ンス に優 れ て い る。 グ ラ ビ ア

印刷 の 印刷 用紙 は巻取紙 のみ。 オ フセ ッ ト印刷 に も巻取

紙の機械 があ るが 、印刷 方式 には印刷 の内容 に よって決

定的 な 違 い が あ る 。 オ フ セ ッ ト印 刷 は グ ラ デ ー シ ョ ン

（徐 々 に濃 くな っ て い く デ ザ イ ン） が き れ い に 出 る 。 グ

ラビア印刷 は グラデー シ ョンが 出来 ない。 グラ ビア印刷

はイ ンキの層が厚 くなるため、濃 いべ た印刷 に優 れて い

る。 オフセ ッ ト印刷 はべ 夕印刷 では グラ ビア印刷 に勝 て

ない 。 そ れ と グ ラ ビ ア 印 刷 に しか で き な い こ と が あ る 。

それ は フ イル ム に 印刷 す る こ と で 、 フ イ ル ム の 印刷 は グ

ラビア印刷 で しかで きない。一般 にパ ンや 菓子 の包 装資

材フイルムな どはすべ てグ ラビア印刷 で ある。紙袋 で も

表面加工 で、 P P フ イ ルム を使 う。 逆 にフ イル ムの方 に

印刷 して、その後、紙 と張 り合 わせ るこ とが可 能 になる。

フイル ム に 印 刷 す る と、 イ ンキ が 湊 ま な い の で べ た が き

れい に見 える。実 際に は印刷 方式 の特 長 と製 造 ロ ッ トを

考慮 して 印刷 方法 を決め てい く。

第4 幸 平 版印刷（オ フセ ッ ト印刷 ）

■現代 を代表 す る版式・ ブラ ンケ ッ ト（オフセ ッ ト印刷

機の登場）

19 0 4 年 に ア メ リ カ の ヒ ュ ー ブ ナ ー と プ ラ イ シ ュ タ イ

ンは、二人 の頭 文字 を取 った 『H B プ ロセ ス』 と呼 ばれ

る色修正の方法を開発 した。凸版印刷の原色版では版そ

のもの を修正 す るが、 この プ ロセス平 版で は分 解 ネガ を

スリガ ラス板 のポ ジに反転 しこれ を修 整す る方法 を取 っ

た。修 正が終 わ ったポ ジは、再 び綱 ネガ に反転 し、版 に

焼付 け る。 ス リ ガ ラ ス は 、 や が て フ イル ム に代 わ り、 そ

れ以 降、平版 で もカラー印刷 が可能 とな った。

平 版 印刷 、 別名 、 オ フセ ッ ト印刷 は 19 1 4年 に 日本へ

輸入 され て いた。 本格 的 に稼 働す るの は1930 年代 に入

ってか らである。戟前 、戦後 と日本 のデザ イ ン界 を リー
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ドして きた原弘 （19 0 3～ 1 9 8 6） につい て川畑 直 道 は次

のよ うに書 いてい る。「原 が 『僕 達の新活 版術』 を唱 え

た1930 年代 は、20世 紀 か ら連 な る印刷 術 の拡 充－ 19 19

年に 日本へ導入 された多色写真 製版技術 『H B プ ロセ ス』

（プロセス製版）」の普及や、29 年10 月 の写真植字 （写

植）実用機の完成、そ して同年 12 月 の工業 品規格統一

調査会による洋紙標準寸法 （日本標準規格「紙の仕上寸

法」） の決定 な ど、 印刷環 境 その ものが 大 き く様 変 わ り

した時代 であ った。」（原弘 と「僕た ちの新活版術 」 川畑

直道）

文字や画像を直接、紙 に刷る場合、極めて大 きな印庄

を必要 としたが 、オ フセ ッ ト印刷 は、 一度 ゴム ブラ ンケ

ッ トに転 写す る ことで印庄 の 問題 を解 決 した。 つ ま り平

版上の 図柄 をゴム ロー ラー（ブラ ンケ ッ ト）に転写 す る。

図柄が付着 したローラーを用紙の上で転がせれば、紙面

の上 に絵柄 が転写 され る とい う仕 組み であ る。

オ フセ ッ ト印刷 は、水 と抽 の反発 を利 用 した印刷方 式

であ る。 版か らブ ラ ンケ ッ トとい う中間の胴 に一度転 写

され、 そ こか ら紙 に印刷 され る。水 をは じ く部 分 （抽）

と、 は じかない部 分で、 イ ンクが乗 る部 分 と乗 らない部

分に分か れ る原理 を応用 して 印刷 す る。 ただ水 を使 う こ

とで イ ンクの劣化 に悩 まされ続 けた。 1 9 7 0 年代 に入 っ

て高分子化 学の イ ンクの改良が進 み P S 版の発 明 と共 に

飛躍 的 な発展 を とげ る。

■印刷の版・P S 版物語

19 4 4年 （昭和 1 9年 ） に ドイ ツの カ レ社 で、 ジ ア ゾ化

合物 と感光性樹 脂 を組み合 わせ たオ フセ ッ ト印刷 用 の感

材、 P S 版 （P resen sitiz e d plate）が生れる。この感

光材 は今 日の半導体微 細加 工 において もな くては な らな

い感 光材 とな ってい る。 オ フセ ッ ト印刷 はナチ スの宣伝

相ゲッペルスが大量の印刷物 を生産するのに P  S 版の研

究を行 なっ てい た。 1 9 4 5 年、 ベ ル リンへ と進行 した米

軍は、 ドイツの カ レ社 を摂取 して P S 版 の製造・研 究成

果をア メリカ に持 ち帰 った。軍 か らの資料提 供 を受 けた

デュ ポ ン社 が 1 9 4 7 年 に は ア セ テ ー トフ イ ル ム ベ ー ス の

ネガ タイ プの P S 版 を発 表 してい る。 4 9 年 に はポ ジ タイ

プのアル ミ P S 版 を開発。

オ フセ ッ ト印刷 の版 は元 々卵 白平 版、平 凹版 と言 って

大理石や亜鉛版を使用 していた。印刷 を終えた版 を再研

磨して使 用。 再生 のため の専 門の業 者が存在 した。た だ

平凹版 の感光材 に重 ク ロム塩 酸 を用 いた ため に公 害の原
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因の一 つ と され 、戦 後 高度 経 済 成 長 の な か姿 を消 す 。

1 9 6 5年 に 日本 で も富 士 フ イ ル ム が ア メ リ カ か ら特 許 権

を得て P S 版 の量 産体制 に入 る。以後 日本で もP S 版 が

主流 になる。 だが特許権 を巡 り、戟後 しば しば 日米 の貿

易摩擦 の原 因 ともなって い る。（8 0 年代 の コ ダ ック社 と

富士 フ イル ムの市 場 開放 論等）

ポス ター・ ポ ス トカ ー ドの登場

オ フセ ッ ト印刷 の登場 は図版 や文字 を組み入 れた デザ

インの世 界 に好 意 を持 って受 け入 れ られた。 また情報 の

伝達 だけで な く大量 の商品 を販 売、広 告す るの にポス タ

ーが登場 し、 人び との消 費意欲 と欲望 を掻 き立て心 を捉

え た。

「また絵葉書 は様 々な風景 を商 品化 し、 その価値 を決

定した と も い え る だ ろ う。 こ の こ とは 、 今 日の 広 告 の 図

像と商 品 との関係 にちかい。 つ ま り、 今 日の商品 は、広

告され るこ とに よっては じめて商 品化 され価 値 を与 え ら

れるか らで あ る。本 来、経済 の 回路 に乗 らない はず の風

景が市 場 の原理 に従 い始め る と、風 景 に価格 が付 け られ

ている こ とに、疑 問を抱か な くなる。た とえば、旅館 で

『こち らのお部屋 は見晴 ら しが よろ しいの で、 お値段 が

少し高 くな っ て い ま す 』 な ど とい わ れ た りす る。 ま さ に

風景 に価 格 が付 け られて いる ので ある。」（「制 度化 され

た まな ざ し」柏 木博 ）印刷 され た絵 葉書 か ら日本 三景や

全国に富士山が生まれた。 70年 代 、一世風靡 した 「デ

スカ バ ー ジ ャパ ン」 の ポ ス ター は また 、 オ フセ ッ ト印 刷

の最 高期 を示 している。

図像 とイラス ト・ 百科 事典 の成立

オ フセ ッ ト印刷 の飛躍 的な発展 は、従 来の凸版 印刷 に

代わって出版事業を展開させた。それは百科事典の登場

であ る。 日本の近代 印刷 の始 ま りが 「辞書 」で あった よ

うに、 戟後 の 日本人 の知 識欲 を捉 え たのが 「百科 事典 」

であ った。 アメ リカ文化 に よる生 活習慣 の変化 が 日本家

屋に応接 間 を生 み、 イ ンテ リア として 「百科事典 」が並

べられた。だが、凸版印刷では膨大な活字の在庫 を抱え

込まか ナれ ばな らなか った。平 凡社 の創 業者、 下中弥 三

郎（187 8 ～ 19 6 1） は写植 シス テムの登 場 に逸 早 く着 目

し、導入 に踏 み切 り、 日本で の 「百科事 典」 を最初 に完

成させ た。
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日本文字 の タテ組み 、英 文の ヨ コ組 み

写真植字機が完成 したのは192 5年で石井茂吉 （1887

～19 6 3 ） と森沢 信夫 （19 0 1～ 2 0 0 0 ） に よって発 明 され

た。 も と も とイ ギ リ ス の 雑 誌 に ア イ デ ア段 階 で 発 表 され

たものがあ り、大正 末期 に製 薬会社 の印刷 部門 に従事 し

てい た石 井茂 吉 と森沢 信夫 の二人が着 目 し、イギ リス よ

り先 に実用化 した ものだ。会社 を退 職 した二人 はそれぞ

れ「写研 」（石井 ）、「モ リサ ワ」（森 沢）の創 業者 になる。

写真植字機は従来の活版印刷の文字組みを版下 として

1 枚 の印画紙 に焼 き付ける事で百科事典などのページ物

を印刷 す る事 に向 いてい た。 日本文 字の タテ組み、 英文

のヨコ組 み も種字 の文 字版 か ら拾 い出 し、文 字 に平体 、

長体 を懸 ける事 も自由 自在 で あ った。 また、 そ の都 度 、

焼き付 け る事 で凸版 印刷 の ような文字活字 の在庫 を抱 え

るこ とな く印刷 が可 能 となった。

▲写真写植機

原 弘 が 影 響 を 受 け た と され る ヤ ン ・ チ ヒ ョル トは ニ ュ

ー・ タイポ グラ フィの原 理で 「現 代人 の生活 の周辺 は印

刷物 で埋 まってい る。 印刷 物 に関 して、時代 の新 と旧 を

分かつ もの は、 その形式 よ りもむ しろ量で ある。 しか し

量が殖 え るにつ れて、形 式 も変 わ らざる を得 ない。何 故

なら、今 日の 印刷 物 の消 費者 は、印刷 物 を迅 速 に受 け入

れなければ な らないが 、時 間が不足 してい るので、 読む

とい うプ ロセスに最高 度の経 済性 を要 求 されるか らであ

って 、〈形式 〉 もまた、現 代生 活 の条件 に適 応せ ざる を

得ない ので あ る。」（1 9 6 6年 ） と述 べ て い る。 印刷 を と

りま く状 況 が 大 き く変 わ っ て きた の で あ る。 前 出 の ポ ス

ター、百科事典 など印刷文化の拡大は情報処理の迅速化

を促 した。 この事 を実 現す るの にオ フセ ッ ト印刷 は最善

の方法 であ った。



■イ ン ク と イ ン キ

ヲ苦警の l手で書 く

インク l 三 ； 言 ジ l 静 電 印刷

言‡ ；去 】無版 印刷

‡言； 呈 l 芋竿遠雷 雷鳥版 、 ドライ オフセ ッ

言；言 ア ‡冒 警 告。孟 ク リー ン、 フ レキ ソ 、 パ

インキ

活版 イ ン

キ 凸版、原色版、樹脂版印刷

苦版 イ ン ‡ガリ版 印刷

上 の表 は東洋 イ ンキ の広 報室 で まとめた表。海外 か ら

輸入 され た時の発音 の違 いか ら、 文具 の一部 と して入 っ

てきた もの が 「イ ン ク」 と され 、 工 業 製 品 の 一 部 と して

入っ て きた もの が 「イ ンキ 」 と い う説 もあ る。 パ ソ コ ン

のプ リ ン ター な どは イ ンク とい うの で 納 得 す る部 分 も あ

る。 す で に イ ン ク ・ イ ンキ の 生 産 で はパ ソ コ ン の プ リ ン

ターの イ ンクの方 が、印刷所 で使用 す るイ ンキ の量 を越

えた 。 イ ン ク は消 耗 品 と して パ ソ コ ン メ ー カ ー が 純 正 品

と銘打 って販 売。 コス トは印刷 所 で使 用す る イ ンキの半

分以 下 といわれ る。 リサ イクル イ ンキが裁 判沙汰 にな っ

てい るが、パ ソコ ンメー カー は省 資源・ 循 環型社会 を考

えれば、儲 けす ぎであ る。

■イ ンキの 主成分

イ ンキ の主成分 は色 科 （顔料 ）、 ビ ヒクル、助 剤 に分

かれ る。

色料 r顔料）

インキの種 類

カ ラ ー 印 刷 に 使 う イ ン キ は藍 （C y a n ＝C シ ア ン）、 紅

（ M a g e n t a ＝M マ ゼ ン ダ ）、 黄 （Y e llo w ＝Y ）、 墨

（ B la c k ＝K ま た は B L 、 B K ）、 こ の 4 色 の イ ン キ を 「プ

ロセ ス イ ン キ」 また は 「セ ッ トイ ン キ」 と呼 ぶ 。 カ ラ ー

印刷 は原稿 を 4 色 に分解 して、焼 き付 けた P S 版 にそれ

ぞれの対応 す るイ ンキを付 けて、一枚 の紙 に重 ね刷 りす

ることで原稿 の色 を再現 す る。

▲プロ セス インク

こ れ に対 し て

「 特 色 イ ン キ 」 も

通常 印刷 で はよ く

使われ る。 特色 イ

ンキ は 基 本 と な る

数十種 類 のイ ンキ

を特 別 に調合 して

作っ た カ ラ ー イ ン

キで、調合 によっ

て様 々な色 を作 る ことが 可能。 印刷 で表 現で きる色 の範

囲や濃 度域 は カ ラー フィル ムに比べ て非常 に狭 い ため、

印刷 で は再 現す るため に色 数 を増 や して 4 色 プロセス イ

ンキ ＋特色 インキ を加 え、 5 色、 6 色 で印刷す るが、色

数分だけ製版代や印刷代が加算 される。特色インキは補

色として使 うだけで な く、単色 印刷 や 2 色 印刷 に も使用

する 。 会 社 の ロ ゴ マ ー ク や コ ー ポ レー トカ ラ ー を使 っ た

商品パ ッケー ジな ど決 まった色物 を印刷 す る場合 には 4

色掛 け合 わせ を利用 す る よ りも、特 色 を使 った方が きれ

いに安定 した色 を再現 で きる。

特色 を選 ぶ と きは発注先 の印刷 会社が使 用 してい るイ

ンキメー カーの色見

本帳を使用す るのが

最も確 実で ある。

大日本 イ ンキ

D I C
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Y 4 0％ 」 と書 き込む。

イ ンキは印刷素 材が紙 、金属 、 プラスチ ックな ど多 岐

にわた り、印刷版 式、 印刷 方法 も異 なる。 また季 節 な ど

によ っ て も使 い分 け る た め 、ハ ー ド、 ノ ー マ ル、 ソ フ ト、

のタ イ プ が あ る。

第5 章 孔版印刷
（シル クス ク リー ン印刷 ・ 写版印刷）

■日本 で生 まれ た D T P 、ガ リ版 印刷

孔 版印刷 の中 で も日本 で生 まれ た D T P （机上編 集 ・

印刷 装 置）、 ガ リ版 印刷 につ い て、話 を進 め る。印刷 物

は まず編集・ デザ イ ン側 と製 版・ 印刷 側 の共同作業 で制

作され る。 この事 は最 も大切 な事 なのだが 、いつ も片手

落ちに なる。結果 的な市場主 義 に押 し流 されて、即 戟力

で場 当た り的 な事 しか行 われてい ない為 であ る。 それ は

教育 の場 におい て も同 じ事 が言 える。マ ックの オペ レ一

夕ー を養成 す る事 と、印刷 物の全体 の流 れ を見 る ことは、

まっ た く違 う事 であ る。（特 に若 い人 で近視 の人 には長

時間 に渡 るマ ックの オペ レー シ ョ ン作 業 は薦 め られ な

い。網 膜 剥離 や 失 明 とい う職 業病 に成 り易 い か らで あ

る 。） D T P と い う言 葉 を 、 最 近 よ く聞 く よ う な っ た 。

ここ 7 、 8 年 の問 に印刷・ デザイ ン業界 に普 及 したのが

D T P （D e sk to p Publishing）である。その一方でD

T P は 、 C D －R O M や イ ン ターネ ッ トな どの電 子媒体 に

おいて も利 用 され て い る。「D e sk to p Publishing」の

「 P u b lish in g 」 を 「出版」 と訳せ ば、紙 に印刷 す る とい

うイメー ジだが 「情報 を公 にす る」 と訳 せ ば、 媒体が紙

であ る必 要 はない。 デジ タル デー タの展 開 によ り、電子

出版 に も対 応 で きる。 この電子 出版 （オ ン・ デマ ン ド印

刷） につ いて は、 また機 会が あれば詳 しくふ れたい。

す で にパ ソ コ ンが普 及 してか ら、 1 0年 以 上 の月 日が

経つが、弊 害が多 く見 られ る。 それ は、 印刷物 は まず編

集・ デザ イ ン側 と製版・ 印刷側 の共 同作業 で作 り上げ る

ことを忘 れて いる事 に起 因す る。 ガ リ版 印刷 （謄 写版 印

刷） は、 その両方 を自分 で行い 印刷 す る とい う楽 しさを

端的 に示 して くれ る、 日本 の元祖 D T P なの だ。 本題 に

入るが、先 端 をい くD T P には、 かつ て学校 な どで盛 ん

に使 われた ガ リ版 印刷 （謄 写版 印刷 ） と共 通す る ところ

がある。 ガ リ版 印刷 とは、蝋 を引 いた原 紙 を 「ガ リ版 」

（ヤス リの ような板 ） に載せ 、鉄 筆 で文字 な どを書 い た

後、 ロー ラー でイ ンクをこす りつ けて印刷 す る孔版 印刷

の一種 であ るが 「ガ リ版 は鉄筆 で原紙 を切 る音 か ら」 謄

写版印刷 の俗称 となった。

その草創期は、欧米の技術をもとに堀井新治郎が発明

し、特許 を独占した。堀井の 「謄写堂」 は単独で直販形

式によ り、国 内・ 海外へ 売 りま くった。特 に 日露戦争 で

陸軍 に採用 されたのが大 きか った。 また、そ の事 が 除隊

後、故郷に帰還 した兵士によって、民間の印刷会社が地

方に も設 立 される機会 を作 った。大 日本 印刷や 凸版 印刷

な ど大手 が官製 か らの ス ター トであ ったの に比べ 、 ガ リ

版印刷 は民 間主導 であ り、対照 的で ある。「堀 井謄写 堂」

とい う社名 になったの は、特許期 間が切 れて競争 者が 自

由に参入 し始め た大正 4 年 になってか らであ る。 その ガ

リ版 は、美術 印刷 として も新 境地 を開 くほか、謄 写 とい

う技術 はシル クスク リー ンな どに多 様化 し、印刷 方法 も

手刷 りか ら、輪転刷 りへ と変化 を とげ てゆ く。 さ らに製

版分 野 で も、手書 きか ら、 タイ プ孔 版、 フ ァクス方式 、

閃光孔版（プリン トゴッコ）と機械化 、電脳化 されてゆ く。

堀井謄写堂（株）とい う現存する会社の前身「謄写堂」

は堀井新治郎親子によって設立された。初代新治郎 は安

政3 年 （18 56 年 ） 生 まれ、 2 代 目新 治郎は明治 8 年

（18 7 5年） 生 まれ で、 ともに滋 賀県 蒲生郡 朝 日野村 の 出

身で あ る。今 も蒲生 町 には堀 井父子 の記念館 が ある。

父 は 内務省 、子 は商 事会社 にあ ったが 、「と もに繁 雑

な文書事 務 を処 理す る にあた り、 同文通信 の必要 あ る場

合、何等か適切 な手段方法によらなければ一官庁、一商

社の不利不便のみならず、一般文書事務界の損失は莫大

とな り、国家 文運 の前 途 にはな はだ憂 慮すべ きものがあ

るこ と を痛 感 した。」『 日本 発 明家 50傑 作 選』 文書 事 務

に対 して大変憂 慮 していた事 が伺 える。今 でい うO A の

草分 けであ り、 それ を近江商 人の感覚 で事業化 で きない

ものか と研 究 を始め たわけ であ る。新 治郎 は 日本 での事

務用品 の遅れ に 目をつ け るの が早か った。 また二代 目の

新治郎 も輸入商社の丸善に勤めていて、社会の動向につ

いて は先見 の 明があ った。

堀井父子 は、伝統的な染物法の一つである捺染法にヒ

シ トを得 て、雁皮 紙 に蝋 を塗布 し、台板 に鉄棒 で孔 をあ

ける とい う方法 を考案 した。ガ リ版 印刷の初 期型 であ る。

幾度 も実験 し、改 良 を加 えたが、 耐久性 などで、 なかな

か実用 に踏 み切 れ なか った。

堀 井 は蒲 生町 の田畑 を売 り払 って渡米 し、万 国博覧会

を見 に 出掛 けた 。 シ カゴ万 国博 覧会 は189 3年 （明治 26

年） 5 月 よ り、 ミシガ ン湖 畔 の広 大 な土 地 を占有 して開
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かれ た。 そ こで トー マス ・エ ジソ ン （1 8 4 7 ～ 1 9 3 1） の

「 ミメ オ グ ラ フ」 に 出 会 っ た 。

滋賀 の堀 井新 治郎父子 が、 トーマス・ エ ジソ ンな どの

印刷 機 を ヒ ン トに簡 易 印刷 機 、 謄 写 版 を発 明 、 販 売

（1894年・明治27年 、特許は翌年） し、謄写版印刷 を世

にお くりだ した のであ るが、当時 は高値 の活版 印刷 しか

ない世の 中にあ って、謄写 版印刷 は世界 に誇 る 日本発の

画期 的 な印刷術 として迎 え られ た。

謄 写版 印刷 は一定 の年齢 以上 の 日本人 には、 ある種 の

感慨 があ り、 ガ リ版 印刷 につい ては、 ガ リの切 り方、刷

り方 に一家言 を持つ 諸先輩 方や、「我 こそ はガ リ版名人」

を名乗 る兵 も多い。（一 度、 H P な どで声 を掛 け る と集 ま

るか も知れ ない）私 も、個 人的 には大変 お世話 にな った。

学生運 動、決起 集会 の アジ ビラや機 関紙、 同人誌 に も良

く活 用 した。 結 局、 70年 代 の終 わ りまで労 働 組合 で 機

関紙 の印刷 に使 用 してい た。 しか し、今 だ捨 てが た く手

元に 3 台眠 ってい る。

官公庁、軍隊、工場やオフィス、教育現場の実用印刷

機と して、文芸 同人誌 や社会 運動の機 関紙、 リー フ レッ

トや ビ ラ、非合 法下 の政党機 関紙 をつ くり、 また美術孔

版画や 自装本など、趣味・芸術の分野でも謄写版は大い

に活躍 を した。 この、生 活 と共 に存在 した印刷機 は、 親

しみ を込めて 「ガ リ版」 と呼 ばれたの であ る。

▲手刷 り謄写版印刷機 （筆者蔵）

■ガリ版印刷・実践編

最 近、 ある大学 人の退官記 念パ ーテ ィに出席 した。 、ゥー

」
の人は最近 まで手元 にお いてあ った 5 台 の謄 写版 印刷 機

（ ガ リ版 印刷 ） を捨 て た。会場 で会 った H 氏 か ら話 を聞

いた。 謄 写版 印刷 の 話 を した ら一版 で 15 00枚 刷 れ るか

どうか につ いて二 人 （大学 人 と H 氏） の激論 に なって し

まった。謄写版 印刷機 はそ れ程 、愛 されてい たのであ る。

1 0 0

19 31 年生 れの H 氏は敗戦 の年が中学 2 年生だった。

軍国少年 か ら民 主主義教 育へ の反動 は凄 ま じい ものがあ

った とい う。以 前か らの旧制 中学が新 制高校 にな り、 学

校で文芸 誌 を発行 。部員全員 が各 自ガ リ切 りを して印刷、

製本 を した。謄 写版 印刷 が新鮮 な道具 として身近 にあっ

た時代 であ る。 当時か ら謄写版 印刷 には色 々な付 属部 品

があ って、 ガ リを切 るヤス リ板 も細 か な文字用 や絵柄 の

物もあ った 。鉄 筆 ひ とつ を取 って も10本 位 の種 類 が あ

った。 H 氏は「文字の潰 しの場合は鉄筆の腹の部分で潰

すの さ」 と、手 まね を交 えて話 して くれた。 そんな 中で

全学 ス トライ キを敢 行、 マーチ ンと言 う日系 の大佐 が学

校に来て、 退学処分 とな り、進駐 軍 よ り強制解散 を命 じ

られた。学校 は騒動 の煽 りで、経営 が危 う くな り私立 か

ら県 立 になった。 当時の事 をま とめ よう と学校 に調査取

材に行 った ところ、 H 氏 の学籍簿 も無か った。編 集 に携

った友人 もす で に他界 して しまい残 って いろ 同志 も今 は

わず か だ とい う。

19 4 5年 の敗 戟 か ら 6 年半 にわ た る米軍 の 占領 期 問の

弾圧 は凄 ま じか った。解放軍 が 占領 軍 となる。今 のイ ラ

ク と同 じであ る。 1 9 5 0年 6 月 2 5 日に朝鮮 戦争 が 勃発 す

ると レッ ドパ ー ジが 吹 き荒 れた。官庁 だ けで な く民 間か

らも赤 狩 りと称 して米 軍 に批判 的 な多 くの人々が職場 や

学校 を追われ た。思 想・ 表現 が取 り締 ま りの対象 だ った。

広島、 長崎の原爆 の被 害 も国民 に は知 らされる事 も無か

った。あの丸木位里、俊夫妻の「原爆の図」です ら公開

され たの は 1 9 5 0年 2 月 であ った。共 産党 の 「ア カハ タ」

の新 聞用 紙 も配給 割 り当てが減 らされ、国際 派 と所感 派

に分裂 した共産党は組織 を維持す るのが精一杯だった。

H 氏 は中央か ら送 られて きたタイ プ原紙 を手元 にあった

謄写版 印刷 で 印刷 して地域 の シ ンパ、党 員 に配布 した と

いう。紙 はザ ラ紙 で下手 に触 る と破 れ る代 物 だった。．夏

場は暑 く、原紙が膨脹 して持たないので洗面器に氷の柱

を左 右 に 2 本立 てて、鉢 巻 を して刷 る。汗 が原 紙 に堕 ち

ない よ う に注 意 した 。 だ が よ く刷 っ て8 0 0枚 が 良 い と こ

だっ た。「独 立 と恒 久平 和 のた め に」 とい う趣 旨の印刷

物だ った。

夜 道 を印刷 し終 わ っ た ビ ラ と謄 写版 を 自転 車 に積 ん

で、 田 んぼの畦道 を走 ってい る時 、村 の駐 在 に呼び止 め

られ、 自転 車 を堤 防沿 いの側 道 に隠 し、警 官 と殴 りあい

になって逃 げた。結 果 として は始 末書 だけです んだ。担

当の公安に面が割れていた事 と、実は H 氏 の家 の隣が駐

在所で、 H 氏の両親が面倒見の良い大家だった事が幸い



「 印刷 をめ ぐる言説 」 印刷技術の発明と表現

した 。 こ うい う話 を聞 く とつ くづ く人 付 き合 い の 大 切 さ

を感 じて しまう。 過去 におい て社会 制度 は幾度 か変化 し

た。 しか し人 と人 の関係 は殆 ど変 りは しなか った。

謄 写版 印刷 機 は H 氏 の家 の床 下 にいつ も隠 して あ っ

た。戟 時 中 に拠 出 した換気 口の銅 の金物 が外 してあ り、

隠す所 としは絶好 の場所 だ ったためだ。

ジ ョン・ ダワーは 『敗 北 を抱 きしめ て』（2 0 0 1年 岩波

書店） の中で、 当時 の占領下 の 日本人 が生 き延 び る智 恵

として 「沈黙 と体 勢順応 こそが 望 ま しい政治 的智恵 だ と

はっ き り示 した 。 そ れ が あ ま りに う ま くい っ た た め に、

アメ リ カ人 が 去 り、 時 が す ぎて か ら、 そ の ア メ リ カ 人 を

含む多 くの外 国人が、 これ を きわめ て 日本 的な態度 とみ

なす よ うになっ たの であ る。」 と述 べ てい る。 日本人 の

従順 な態度 の多 くは この 占領 下で作 られ た。急進 的、左

翼的な発言 は全 て非合 法化 され た。 当時、 米軍 はマス コ

ミに対 して も廃刊・ 休刊・ 差 し止 め を公然 と行 い、 罰 と

して、 また脅 しと して沖縄 送 りの 強制労 働が 行 われ た。

H 氏 は当時の沖縄 送 りが大 変 な重 労働 である こ とを噂で

聞い ていた。 マーチ ン大佐 に洞喝 され全学 ス トライキ は

解除 され た。 H 氏 の この経 験 は 1 9 5 6 年 2 月 の ス ター リ

ン批 判 、そ の年 の 1 0月 に起 きたハ ンガ リー事 件 を含 ん

でいる。党の指導部の混乱・失望は地方で活動する人々

に混乱 しか もた らさなかった。 また沖縄 は米軍 の最前線

基地 として建設 され、現在 に至 って いる。

19 43年 生 れの T 氏 は196 1年 に某国立大学 に入 った。

6 0年 安保 闘争 の熱気 さめ や らぬ 頃 で、 そ の ま ま学 生 運

動へ。吉本隆明の60年安保闘争への総括文書たる『擬

制 の終 焉』 1960 年 の 中で 「終焉 した擬 制 は、 だ が、 し

か し、い ま も私た ちの前で踊 り続 けてい る。 い ったいあ

れ は何 なのだろ うか 。だか らまだ言 い続 けか ナれ ばな ら

ない。死滅 した擬制 の葬送 の歌 を唄え、死体 で ある擬 制

の死水 を取れ。情況の静かなしか し確実な転退に対応す

る ことが で きるか否 か は、 じつ に兵 制の前衛 、 イ ンテ リ

ゲ ンチ ャ、労働 者、市 民 の運動 の成 長度 にかか ってい る。」

と述べ てい る。前衛 の終 焉だ った。

校 門 の 入 り口 は 毎 日の よ う に各 セ ク トの ビ ラ撒 きが あ

り、 タテ カ ンが ひ しめいてい た。 自治会 の役員 は 4 、 5

人で、新入生が学費の支払をしに大学事務所に来た時に、

こ こ ぞ と ばか りに隣 に イ ス と机 を持 ち 出 し て、 自治 会 費

を（当時は 4 年 間1200 円） 徴収 した。大学全体で4 000

人 く らい の大学 だ っ たが、 ほ ぼ 7 0パ ー セ ン トの 3 0 0 0 人

位 は徴 収で きた とい う。今 と違 って、 大学 の 自治 な どに

対して、信 頼 と権威 み たい な ものが 当時 はあ った。 当時

はまだ学生 は少 数のエ リー ト集 団 と見 られて いた。社会

の貧困や 矛盾 に直面 してい る大衆 の ための前衛 であ るべ

きとい う意 識が 高 く、 60年 安保 当時 の大 学進 学 率 は10

パーセ ン ト強 に過 ぎなか った。 自治会 費徴収率 の高 さに

関しては私大 の 自治会 か らは うらや ま しが れた。 また選

挙のた び に 自治会 は50 人 か ら6 0人 の大 部 隊 に なる。 票

読み は一票 まで した と言 うか ら大変 な もの であ る。 一つ

のセ ク トで 3 ～ 4 種類 の ビラが用意 され るので多 い時 は

1 0人 ほ どが 校 門 の所 で ビ ラ撒 きをす る。概 ね運 動 に対

しては シ ンパ シー を持 って迎 え られた。 そんな時代 だ っ

た。討 議資料 や ビラな ど多 くの印刷物 を謄 写版印刷 で印

刷し学 内 に配布 した。 自治会 の予算 の ほ とん どが タテ カ

ンや ア ジビ ラな どの紙代 に消 えた。 自治会 の会計 は月末

になる と紙 問屋 に追われ て大変 だった。 とにか く謄写版

印刷 は毎週 活用 してい た。 毎週土 曜 日に会 議が あ り、原

稿を もって集合す る。 アジ ビラ、 機 関紙 、討議 資料 な ど

全てが謄写版印刷で印刷 された。集会や選挙のたびにク

ラス向けの討議資料が印刷 され、多い時で 7 、 8 枚裏表

印刷 の資料 が 1，0 0 0 部 も印刷 され る。 アジ ビラ も早 朝 5

時か ら刷 り続 け午前 中で 10 ，0 0 0 枚 も印刷 した事 が あ っ

た。笑 い話で、 最後 には手が ロー ラの握 り手 の ままにな

って いた。 T 氏 は字が 上手 でなか った こと もあ ってか印

刷専 門 だ った。 印刷 の ス ピー ドとして は3 0 分 ／ 1 0 0 0 枚

が普 通 だっ た。謄 写版 印刷 の枠 に ゴムの ヒモ を付 けて 、

粋が 自動的 に上へ上 が るよ うにセ ッ トし、一 人で何枚 も
l

印刷 で きる半 自動式 に してあ った。 当時使用 していた紙

はザ ラ紙 と呼 んで いた わ ら半 紙 、1，000 枚 で帯 が渡 して

あ り2 ，00 0枚 で一締 め になって いた。（因み に和 紙 の半紙

一締めは2，00 0枚） 直接紙問屋に行 って、ツケで買った。

196 0年 代後半 には手動・ 自動の輪転機が登場す るが、

紙 送 りが うま く行 かず、紙 の ムダが多 かった。

また謄写 版 は原 紙 を切 る仕事 が大変 で、字 の うまさ と

共 に一定 の筆圧 で切 らない といけ なか った。原 紙 は雁皮

紙 （が んぴ し） に蝋 を塗 ってある もので、原稿用 紙 に準

じた 罫 線 が 印 刷 され て あ る。 升 目 も 5 ミ リか ら 3 ミ リ方

眼 とあ り、縦書 き、横書 き と色 々あ った。一定 の筆圧 で

書 い てい くの だが、 間違 える と、 タバ コの火 で表面 を溶

か し文 字 を訂正 した。 T 民本 人は タバ コを吸 わ ないので

仲 間にや らせ た。マ ッチ を消 して熱 で表面 を溶かす事 も

あった。 1960 年代後半には修正液が発売 されていたが、

修正液 は盛 り上が りす ぎて使 い に くか った。 T 氏 に言 わ
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せると、 最近 の学 生 はガ リ版 は もちろん原稿用紙 を使 っ

た事が無 く、横書 袋 とじ用原稿用 紙全体 を平気 で使 うの

で、文章 の意味 が通 じない事が 良 くある とい う。学生 の

間に文字 を書 く骨 慣が消 えつつ あ る。 ヤス リ も表面 に蝋

がた まる とガス 台で熟 して溶 か した後 を、金 ブ ラシで落

とす。 しば ら くす る と蝋 を溶 かす溶液 が発 売 された。 墨

一色 のイメー ジが強 い謄 写版 印刷 で あるが、 T 氏 による

と赤 を入 れて二色刷 にす る事 もあ った。 最近、 リソグ ラ

フの カラー印刷機 が消費 者団体 に入 った と聞 き、見 に行

くも、赤 青黒茶 の 4 色刷 りだった。謄写 版印刷 の骨頂 を

見た思 いが した。

ほんの少 し前 まで はメデ ィアは全 て手作 りだった と言

える。 当時 丁氏 の仲 間の一人 は労働組合 の役員 か ら連合

の執 行委 員 にな り政府 の 中央 労働 委員 まで上 り詰 めた。

また石川県能登半島での反原発運動の中心で活動する人

など、 色 々な人生 を歩 む事 になった。

t ガ リ版印刷・実践編、労働運動

時代 の中で民 衆の メデ ィア として存在 し続 けた謄写 版

印刷 （ガ リ版 印刷）。 戦後 の左 翼運 動 を担 って きた 国労

での活動、 60年代後半の全共闘運動や教育現場 での印

刷物 な ど、 ガ リ版印刷 に まつ わ る話 は尽 きない。

国労 で詩人活 動 を してい た松 浦正雄 さん にお会 い して

ガリ版 印刷 に まつ わる話 を伺 う事が で きた。 また最近 ま

で長 良川鉄道 で運転士 として働 いて いた大竹ヂ（まこ と）

さんか ら同人 の笠俊介 さん（故人）の多色 刷 りの ガリ版 印

刷の詩画集や カレンダー を見せていただいた。その実 しい

ガリ版 印刷 に よる詩画集 はそ の人 の人生 その もの だった。

194 9年 に起 こった下山事件、三鷹事件、松川事件な

どが G H Q （連合国最高司令官総司令部）の謀略事件 と

して反共政 策 に利用 され たこ とは有名 だ。 その こ とは松

本清 張 の 『 日本 の 黒 い霧 』 に詳 し く書 か れ て い る。

1 9 5 0 年 6 月 2 5 日に勃発 した朝 鮮戦 争 は 日本 国内 に レッ

ドパ ー ジを引 き起 こした。 共産主義者 あ るいは シ ンパで

ある事 を理 由 に多 くの人 たちが理不尽 に も職場 を追 われ

た。特 に国労 は労働者意識の強い労働組合で保守派から

は左 翼 の牙城 と見 られて い た。 G H Q の命 令 で 国鉄 は

1 9 5 0 年 に 9 万 5 千 人 の首 き りを敢 行 した 。 世 に言 う

「定員法」 で ある。

笠 （りゅう）俊介 さんは、その時弾 圧 を受け、職場 を

去る。元 々手先 の器 用 な笠 さん はパ チ ンコ台のチ ュー リ

ップの絵 を措 い た りして生 活 を支 えた。 その後、友 人 と
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印刷会社 を興 して いる。国鉄 を離 れてか らは 山の人生 で、

山を措 いた詩 画集や万 葉集 をテーマ に したガ リ版 印刷 に

よる作 品が多 い。 これは現代 で は絵手 紙の世 界 に も通 じ

てい る。 昭和 5 3年 に 出 した 『山の 日に』 とい う詩画 集

はA 3 版 の横 長 の もので着物 を入れ る畳紙 （た と う し）

を模 した 自作 の包 み 紙 に入 れ て あ り、 限定 9 7 部 とい う

ガリ版多 色刷 り。 この ガリ版 印刷 のイ ンキは凸版 印刷 の

もの を使 用 して刷 具合 や発色 の良 さ を狙 い、凝 った作 り

になってい る。松 浦 さん らは国鉄 の文化 サ ー クル「国鉄

詩人 連盟 」 の メ ンバ ーで、 詩集 を発行 して いた。『あ ら

らと』 とい う名 の詩集 で現在 も続 いてい る。
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▲笠 俊介 さん のカ ラー印刷 によ る詩 画集 カ レンダ ー

昭和 31年 に出 した大 竹ヂ さんの初 詩集 『ふ る さと』 は

A 6 判 くらいの小 さな詩集 でガ リ版 印刷 の手製製本 。 同

じく『長良川鉄道駅名小曲集』（199 1年）は民芸風の装丁

で長 良川鉄道 の駅 をモチ ー フに書 かれ てい る。 これ も印

刷・製本は笠俊介さんが手がけたもので、晩年の作品。手

に力 が な く印庄 が一 定で はなか った と大竹 さんは言 う。

▲大竹早さんの「長良川鉄道駅名小曲集」

松浦正雄 さんは敗戦の天皇玉音放送を米艦載機の機銃

掃射で切断された信号高圧線修理現場で聞いた。戟争は



「 印刷 をめ ぐる言 説」 印刷技術の発明と表現

家庭 を破壊 し、敗戟の年、 13歳で国鉄静岡電力 区に就

職。そ して1949 年 の定員法でその後、職場 闘争の修羅

場におかれ る。

昭和 48 年 に『自動車絶望工場－ ある季節工の手記』

を書 き、現在 も精力 的 な活動 を してい るルポ ライ ターの

鎌田慧 さんは季 節工 をフ リー ター と著書 の中で呼 んでい

る。 当時 は正 社員採 用 しかなか った時代 で、そ の事 が生

産の場で責任 ある労働の質 を支 えた。 また、高度経 済成

長を生み 出 して きた。今、 労働 の現 場 をフ リー ター とい

う無責任 な場 に変 えつつ あ る。戟 後、 もっ と も変 質 した

労働現場 は人 々か ら働 く事 の意 味 を奪 い去 り、 ロ ボ ッ ト

とい う市 場へ労働 自体 を さ らに疎 外 して行 く。

この定員法 は実 は現在 も行政 の 「合 理化」攻 撃 として

続いている。合理化されるのは一番弱い、福祉、医療や

教育 と相場 は決 まってい る。

燃え る線路 が延 び きって

夕立 を待 ちかね てい る。

浴び る汗 が背 中に避 暑地 を描 き

直線 の虹 を創 ってい る。

上が りっば な しの水 銀柱 が

1 日の 長 さ を示 し

時間の重量 を指示 してい る。

特価 の西瓜 を抱 いて 日陰 をさがす。

中身の赤 さを信 じて。

七月は僕の誕 生月。

そして定員法 と云 う傷 跡 を刻 み込 まれた月。

『七月』1968年 10 月 （松浦正雄）

松浦さんの仕事場 は鉄路にあって、地上 を見下ろす竹

梯子の上 にあ った。架線 とい う労働 現場 の苛酷 さ、辛 さ

厳しさを知 り尽 くした人生 が措 か れ る。 実際 、 19 6 5年

には仕事 で3 2 0 0 ボ ル トに背 中が触 れ、 感電 墜 落 に よる

瀕死 の重 傷 を負 う。 こ こに措 かれた詩集 の世界 はい わゆ

る プ ロ レ タ リア 文 学 とい う イ ンテ リ文 学 と は違 っ た 臨場

感を持 つ。

1968年 度に名鉄局文芸賞で 1 位 に入選。選者に丸山

薫の名が ある。私事 だが、友 人 に誘 われ、 晩年の丸 山 さ

んの講義 を愛知大 学で何度 か聞 いた。講義 はハ イデ ッカ

ーの 『芸術 作 品のは じま り』。

労働組 合で は情 宣活動 の一環 として ガ リ版印刷 は必修

で、名古屋の鶴舞にあった木造建ての愛労評 （愛知地方
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労働評議会、総評の県支部）で開かれた「謄写講習会」

に組合 か ら講 習会 の費用 を出 して もらって参 加。行 って

感激 す る。講 習で ガ リ版 の枠 を原紙 ごとニスで 4 箇所 固

定す る方法 を学 んだ。黒 よ り青色 で印刷 した方が 文字の

下手な所を誤魔化せ ると伝授 され、初期の会報や詩集は

青イ ンクの ものが多 い。 自分 らの表現活動 を社会へ 発信

してい く事 の よろ こびを感 じた と語 る。 その、労働 へ の

詩は ガ リ版の刷 りダコ として記録 され、 労働文学 と して

輝きを放 つ。

▲ ガ リ版 の刷 りダコ を見 せ る松浦 正雄 さん

詩集 を ガ リ版 印刷 で担 うこ とにな った。 1 9 7 4 年 7月 に

「 眼 の会」 で 『眼』 とい う詩 集 を月刊 で発 行 す る。 19 9 5

年11月 の 12 9号 までガ リ版 印刷 で発行 す る。 この詩集 は

現在 もワー プロ に代 わ ったが発 行 され続 け、 月会 費100

円で32 0 部発 行 されて い る。 この 安 さ には秘 密 が あ る。

松浦 さん は紙 を名古屋 の電力 機関 区な どに立 ち寄 り、廃

紙をただで貰 い受 け、袋 と じで印刷す るの であ る。また、
●

当時 の国鉄 で は全 国 に詩集 を送付す る事が 出来 た。 この

こ とに よって、経 済的 な負担 か ら自由 だった。松 浦 さん

は「家庭通信」 も発行 し続けて、娘 さんの個人詩集『初

恋』まで私家 本で発 行 してい る。製本 も手馴 れた もので、

「家庭通信」 は122号 まで発行 された。 19 74年 に総評 ・

文学賞 を受賞 してい る。ま さに国鉄 に生 きた人生 だ った。

■ガ リ版印刷・実践編、続編

時代 の中 で民 衆 のメデ ィア と して存 在 し続 けた謄 写版

印刷 （ガ リ版 印刷 ）。先 日 も、名工 大 で行 われ た、知 人

の0 さんの退官記念の講座で、彼の化学研究の半生 を語

る中で、父 親が レッ ドパ ージで職場 を追 われ、謄写 版印

刷の仕 事 で生計 を立てた話 を聞 いた。 また 『自動 車絶望

工場 』 な どの ルポ ライター と して精 力 的な活動 を して い

る鎌 田慧氏 も、東 北か ら東 京へ 出て来 た折 に、手 に職 を

つける為、水道橋の中央謄写学院に入社。ガリ版印刷の



見習 い 工 に な った。 色 々 な所 で登 場 す る謄 写版 印刷 は

19 7 0 年代 には印刷 の第一線 か ら姿 を消 す こ とになる。

ガ リ版 印刷 の総 称 と しての孔版 印刷 であ るシル クス ク

リー ン印刷 は他 の諸 印刷 の写真 製 版法 と同 じ く18 3 7年

にフ ランスの ダカールが紫外 線 に よって化 学変化 す る薬

品の性 質 を絵 画 の再 制作 に利 用す る こ とか ら始 まって い

る。 更 に急速 に発達 した のは第 2 次 世界大 戟で安 定 し固

定した電導 回路 を配 線す るため に研 究 開発 され た軍事用

プ リ ン ト配 線 に よ る と こ ろ が 大 き い 。 日本 で は 1 9 5 7 年

に植 田理邦 に よるカ ラー分解 写真 を シル クス クリー ン印

刷す るため の写真製 版の作成 法が完成 してい る （セ リグ

ラ フ ）。

そ の シ ル ク ス ク リ ー ン印 刷 は 1 9 6 0 年 ご ろ か らグ ラ フ

ィ ック アー トの分 野 で も飛 躍 的 な発 展 を遂 げた。 特 に

1 9 7 0 年 の大 阪万 博 を頂 点 に デ ィス プ レイデザ イ ン業 界

は空前 のバ ブル期 を迎 える。

私 はガ リ版 印刷 に出会 い、 メデ ィアの可能性 を夢見 る

ようにな った。 またガ リ版原紙 か ら編 集の基本 を学 んだ

と言 って も過言 で はない。 ただ最近 では骨董 的価 値 が付

いて、ホームページでは堀井謄写堂原稿縦罫線 4 m m 鉄

筆原紙 （ロウ原紙 ）A 3 判 の原紙 が一枚 1600 円 もの高値

が付 いてい るのに は驚 いた。

1970 年 の大阪万博で頂点 を迎 えた高度経済成長 に示

され る よ うに、 当時 、 デパ ー トや 美術 館 で は週 単 位 で

様々 な催 事が あ り、 P O P や会場 の水引 （垂 れ幕 ）●をシ

ルクス ク リー ンで印刷 し、納 品・展 示 を行 った。私 の就

職した デ ィス プ レイ会社 は当時、 日本 で 3 本 の指 に入 る

ほどの大手 だ った。 デザ イ ン室 は東 京・ 八重 洲 にあ り、

工場 は鎌田にあった。東京が本社の全国展開のデパー ト

での仕事が主で、当時は細工職人や家具大工が不足 して

いた。 だか ら社長 が地方 に仕事 を しに行 く度、腕 が立つ

職人 を必要 以上 に東 京へ 引 き抜 いていた。鎌 田にあ った

工場 は平和競艇場の向かいに建っていたため、昼休みに

なる と職人 さん たちの歓声 と競艇券 が花吹雪 となって海

の上 に消 えてい っ た。彼 らとの付 き合 いの生 活 の中 で、

アル コー ル中毒 で人生 を棒 に振 る職人の孤独 死 を見 るに

付け 、 全 く東 京 は ろ くで もな い とこ ろ だ と思 う よ う に な

った。

東京か ら帰 って1974 年 に個人誌 「漆黒の馬」 を再発

行す る 。 この 頃 に は タ イ プ 印 刷 （軽 オ フセ ッ ト）が 多 く、

ワープ ロが全 盛期 を迎 える。 生活 は シル クス クリー ン印

刷の会社 勤 め と労働組合 、 自分 らの発 表の場 と しての フ

リース ペース 「 8 号室」 活動 で過 ごす 。

そ して 印刷 は ワー プロ か らパ ソ コ ンへ と変化 して 行

く。印刷 は趣 味 として存 在 し続 け る価値 もあろ うが、 本

来 はメ デ ィア と して の価値 にあ る。 しか し、 1 9 8 0 年 代

に登 場 した イ ン ター ネ ッ トに メ デ ィ ア と し て の 地 位 を奪

われて しまった。だが それ は錯覚 に過 ぎない。 た とえば

近年の D T P （デス ク トップパ ブ リッシ ング） の技術 は、

熟練 した印刷 工 と高度 な印刷技術 によって しか可能 でな

かった よ うな印刷術 を普 通 にコ ンピュー ター の電子操作

の レベ ル まで引 き下す こ とに成功 した。 しか しそれ は旧

来のテ クノ ロジーの再編 に過 ぎない。写真 製版 とい う技

術が プ ロ セ ス と言 わ れ て 、 い る よ う に 「イ ラス トレ一 夕

ー」な どの ソフ トはか つての レタッチの技 術再 編で あ り、

プ ロ グ ラ ム を 自 ら創 造 す る こ と に は 向 い て い な い 。 そ れ

は情 報 を蓄積 し、複 製文化 としてプ ログラム に従 って何

かを処 理す るだ けだ。それ は旧来の印刷術 と変 わ らない。

「日本 で は 、 こ う した コ ン ピ ュ ー タ ー 通 信 の 普 及 は 、

1 9 8 0 年 代 か ら始 まっ た ワー プ ロの普 及 に よる、 キ ー ボ

ードに慣 れ る とい うことが なけれ ば不 可能 であ ったわ け

だが、 それ だけで な く、モ ニ ター と対 話す る とい う 『孤

独』 な作 業 を好 む ある種 『個 人主義 的』 なオ タク文化 に

よって補 強 され なければ決 して進行 しなか った はず であ

ろう 」（粉 川 哲 夫 著 「も し イ ン タ ー ネ ッ トが 世 界 を変 え

ると し た ら」） 彼 が 言 う よ う に オ タ ク文 化 が イ ン タ ー ネ

ッ トと結 びつ き発 展 した と考 えた時、情 報 の集積 で しか

ない 印刷 術 と変 わ らな い こ とに な る。 だ が イ ン タ．－ ネ ッ

トは人 と人 を結 び つ け る メ デ ィア と して の 様 式 な の だ 。

第6 草 紙の話

最近 の若い人 はあ ま り本 を読 まない と言 われ、漫画 本

です ら発売 数が減 少 してい る。特 に古典 や思想 書 は読 ま

ない と思 う。何故 か とい う理 由 も有 るが、私 はたぶ ん社

会的 な事柄 や現実 に接点 が持 てないか らだ と勝 手 に思 っ

ている。我々の時代 は学生運動や反戟運動があった。い

やが上 に もそれ らへ の対応 を迫 られ るわけで、 マル クス

やトロ ツ キ ー 、 レ ー ニ ンや サ ル トル な ど を読 ま され る 。

ちょ う ど2 0歳 の と き 感 動 し た の が マ ル ク ス の 「経 済

学・哲 学草稿 」。特 に好 きな触 りは、『君 のあ らゆ る態度

は君 の現実 的 な個性 的 な生命 の ある特定 の表現、 しか も

君の 意志 の対 象 に相応 して い る発想 で なけ れ ば な らな

い。 もし君 が相手 の愛 を呼 び起 こす ことな く愛す るな ら
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すなわち、 も し君の愛 が愛 と して相手 の愛 を生 みだ さな

けれ ば、 も し君 が愛 しつつ ある人 間 としての君 の生命発

現を通 じて、 自分 を愛 され てい る人 間 と しな いな らば、

その とき君の愛 は無力 であ り、 一つ の不 幸 であ る。』（岩

波文庫 城塚登・ 田 中吉 六 訳 1964年 ） この フ レー ズは

特に好 きで現在 も時 々引用 してい る。

この文庫 本 の解 説欄 に 「草稿 は第 一 か ら第 四 まで28

枚の フ ォ リオ全 紙 1 0 8枚 分 の束 にな って い る。」 と書 か

れて い る。 この フ ォ リオ と は A 3 く らい の サ イ ズ で 洋 古

書の大 きさを表す。 イ ンキュナ ブラ （金属活 字で 印刷 さ

れた印刷物） は全紙 を何 回か折 りたた むこ とで折丁 が作

られてい るので、本 の大 きさは全紙 の大 きさと、 それ を

何回折 りたた んだかで決 まって くる。 1 回 折 りたたん だ

もの を フ ォ リ オ （F o lio ，2 0）、 2 回 折 りた た ん だ もの を

クォ ー ト （Q u a r to ，4 0）、 3 回折 りた た ん だ もの を オ ク

タ ボ （O c ta v o ，8 0）、 4 回 折 りた た ん だ もの を セ ク ス ト

デシモ （S e x to d e c im o ，1 6 0） と呼 ぶ。 これが 判型 の 呼

び名 であ る。

■紙の歴史
さいりん

印刷 の歴史 は紙 の歴 史 に始 まる。紙 は中 国の察備 に よ

って西暦 10 5年 に発 明 された とあ る。 最近 の発見 で は紀

元前 150年頃の地図が措かれた世界最古の紙・放馬灘紙

（ ほ うば たん し）が 中 国の墓 か ら発 見 され た。 この紙 は

麻であ った。 歴史 は常 に新 し く作 られ るが、 察倫が紙 を

改良 して帝 に奏上 して賞賛 された と『後 漢書 』 にあ る。

察倫が作った紙は麻のボロや植物の楕 （こうぞ）の樹皮

を蒸 して繊維 を取 り出 し、 木の棒 で叩 き、水 の 中に分解

し、 ろ過 して シー ト状 に して乾か して製造 す る もので あ

った。 この製造原理 は今 日で も変 わ っていない。

製紙法 は中国か ら世界 に伝播 す る。日本で は『日本書紀 』

に610年 に高句 麗 の僧が作 った と記 録が あ る。そ れが世

界的 に高 く評価 され ている和紙 の始 ま りとされる。西洋

に紙 が伝播 したの は75 1年。唐 の 軍が イス ラム軍 に大敗

し、捕 虜 となった紙抄 き工 を通 じて西洋 に製紙 法が伝播

した。 当初、 時の支配者 は羊皮 紙やパ ピルス を重要視 し

て、 紙 を公 文書 に使 用 しな か った。 しか し、12 7 0年 頃

からイ タリアで紙が製 造 される と、透 か し入 れや、 にか

わを表面 に塗布 してに じみ 防止す る加 工技術 の進歩 や紙

抄きに水車 の利用 な どが進 みイ タ リア は紙 製造の 中心 地

とな った 。 15 世 紀 に は フ ラ ンスへ 、 1 7世 紀 に は オ ラ ン

ダ へ 伝 わ り、 1 8世 紀 に は ア メ リ カ ま で 広 ま っ た 。 ヨー
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ロバの都市では紙の生産が拡大 し、川辺に立つ製紙工場

は生産 す る都市 甲 ブラ ン ドと物 語 を抱 え、 ボロ布 の供 給

源と して は大都 市周辺 に は貧民 街が 出現 した。 これは逆

に川 の汚染や 環境 問題 や都市衛 生 で問題 とな り、不足 す

るボロ布の原料確保 に追われた。 19世 紀 に原 料はパ ル

プに な り、機 械化 に よる工 業化 は進 み、 20世 紀 に は森

林伐採 による環境破壊 が表面化 す る ようにな る。 まさに

この事 は書物 が持 つ歴史上 の罪 の深 さを表 す こ とに もな

る。

■非塗工紙 と塗工紙

通常、印刷 で使 う紙はJIS （日本工 業規格）で規定 さ

れて い る。 大 き く分 け て非塗 工紙 と塗 工紙 に分 かれ る。

非塗工紙 （アコーテ ッ ド・ ペ ーパ ー） は木材パ ル プを主
てんりょう

原料 に平滑 性 を高め るな どの役 割 をはたす填科 （鉱物 質

の粉 末）、 イ ンクの に じみ を防 ぐサ イ ズ剤 、 その他 の添

加剤 を加 えて作 った 印刷 洋紙。 白色度 が高 い もの を上 質

紙、低 い ものを下級紙 とい う。塗工紙 （コーテ ッ ドペー

パー） は上質紙 や 中質 紙 にコー ト剤 を塗 りさ らに白色 度

やイ ン クの 受 理 性 を 高 め た 紙 で あ る 。 アー ト紙 、 コー ト

紙、 チ ラシに使 わ れる軽量 コー トを言 う。 因み に紙 の裁

断で カ ッターナ イフの刃が切 れ な くな るのは填料 に含 ま

れる鉱 物 の粉 末の ためで ある。

■紙の主な原紙サイズと面積

典 型的 な 5 種類 の全紙 か らで きる 5 種類 の判型 の大 き

さを 表 にす る と次 の よ うに な る。

★ 印 はJIS で決 め られ た もの。 この他 にA B 版 、 A 倍

版、B 倍版、艶版、地券版、三々版な どがあるが、用紙

発注 に必要な紙 は★ 印の 5 種類の紙が基準 になってい

る。全判 か らの紙 は取 り都合 で変 わる。ポス ターや新 聞、

会社 案内パ ンフ レッ トな ど。本 も四六版、新 書版 、文庫

版な ど多彩 であ る。

名　 称 サイズ （m m ） 面積 （m 2）

A 列本 判★

B 列本 判★

菊 版★

四六 版★

ハ トロン版★

新 聞用紙

6 2 5 ×8 8 0

7 6 5 ×1，0 8 5

6 3 6 ×9 3 9

7 8 8 ×1，0 9 1

9 0 0 ×1，2 0 0

5 4 6 ×8 1 3

0，5 5 0

0，8 3 0

0，59 7

0，8 6 0

1，0 8 0

0，4 4 4



■全 判 か らの紙の取 り方

四裁 （ 3 判）

4 判

半裁 （ 2 判） 5 判

7 判

6
判

8
判

全版 （1 判）

■印刷用紙は1 ，0 00 枚 を一つの単位で考 える。

紙 を選 ぶため にはサ イズの他 に厚 さ も重 要 なポイ ン ト

にな る。 1 枚 の印刷 用紙 は薄い ので、厚 さで な く、重 さ

で表す 。 しか も 1 枚 の重 さで な く1，0 0 0 枚 の重 さで 表示

する。 シー ト紙 1，0 0 0枚 を 『連 』 とい う単位 で表 し、 重

さを表示す る時や取 引 に使 う。 ロール紙 は規 定サ イズの

紙1，000枚分、包装材料や書籍の表紙 の芯に使 う板紙 は

1 00枚が 1 連 である。

■原紙 の紙 目 と加 工仕上 が りサイズの紙 目

紙 目とは、製 紙工程 でパ ルプ繊維が抄 き網 の上 を流 れ

る時 に出来 た跡 。紙 の長 い辺 に平行 して紙 目が あ る もの

を縦 目 （T 目 ）、 短 い 辺 に 平 行 し た も の を横 目 （Y 目）

と言 う。 また紙 目方向 に折 り曲げやす いため、 長辺 を綴

じる本 では、本 の上下方 向 に紙 目を合 わせ るのが一般 的

であ る。紙 は湿度 に よって伸 縮す るが、紙 目方 向に は問

題は な い。 さ らに紙 目方 向 に は折 り曲 げ た り、 破 れ た り

しやす い性 質 もあるので紙 の取 り都 合 には注意が必 要。

横目の原紙 ）▲
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縦目の原紙

■新 しく開発 され る紙

戦 後の紙 のデザ イ ンを リー ドしたの は原弘 だった。原

は当初か ら欧米 と比 較 して紙の種類 の少 な さと質の悪 さ

を嘆 いていたが、 195 4年 噴 か ら竹 尾洋紙店 （現在 の

（株 ）竹尾 ） で の製品 開発 で新 しい紙 を作 り出 した。「戦

後非常 に紙 が不 足 してい た時期 に装 惧 をは じめ て、仙花

紙 を使 っ て 装 惧 と もい え な い よ う な装 帳 を し なが ら、 と

き に は こ う い う材 料 が 欲 しい 、 こ うい う と き に は こ うい

う材 料 が 欲 しい とい う こ と を、 切 実 に 感 じ て い ま し た 。

そ うい うこ とがあ りました か ら、そ の後竹尾 洋紙店 の竹

尾 条一氏 か ら紙 をデザ イ ン してみ ないか とい うお話 があ

った時、積 極 的に手 をつ けたわけです 。最初 に作 ったの

が ア ン グ ル カ ラ ー で す 。 そ の あ とベ ル ク レ ー ル 、 S T カ

バ ー 等 々 、 自分 で も忘 れ て しま う く らい た く さん の 紙 を

つ くりま した。」（「書 籍装 帳 をは じめ た頃・ 著 者 と編 集

者 」 19 71年 ） 原弘 は大 量 の製 紙 に 関 して売 れ な い紙 を

作 っ た ら ど う し ょ う と い う不 安 の 念 に い つ も晒 され て い

た と述 べ て い る。 原が 開発 に携 わ った用 紙4 4点 は 『紙

の 本 』 と して ま とめ られ て い る。・これ らの 紙 は デ ザ イ ナ

ーが 、今 日なお愛用 している製 品が多 く含 まれ る。

その後、各社 の 開発 で紙 の需要 は伸 びた。主 な もの を

上げると。三菱油化株式会社 （現、三菱化学株式会社）

の 「Y U 」 と王子製紙株式会社 の「0 」 をP ap erの頭文

字 「P 」 で 結 びつ け る とい う従 業 員 の ア イデ ィアか ら

「Y U P O ＝ユ ポ」 と ネ ー ミ ン グ さ れ た。 こ の 紙 も19 7 0 年

代に登場 した。 ビニ ール系 の洋紙 で水 や挨 に強 く、屋 外

に粘 り出す選挙 ポス ター に多 く利用 された。 この紙 も環

境問題 か ら見 れば、 問題 の多 い紙で ある。紙 の名前 に は

様々な 由来が あ る。 例 え ば 「N T ラ シ ャ」 と い う紙 は、

この紙 を抄 造 してい る 日清 防 の頭 文字 「N 」 と竹尾 の頭

文字 「T 」 を とっ た ラ シ ャ紙 とい う と ころ か ら名 付 け ら

れた。

役所や公共機関で古紙100 ％使用の再生紙が義務付け

られて いる事 に も矛盾 を感 じる。 生産過程 で大量 の ダイ

オキ シ ンを発 生 させ る再生 紙 ほ ど環 境破壊 を推 し進め る

ものは ない。マス コミが製紙 メーカー の古 紙 を含 む割合

を分析 して鬼 の首 を取 った ような報 道 を してい るが、 ダ

イオキ シ ン発 生の方 が問題 で はないだ ろ うか。製紙 の生

産時 に出 る裁 断 クズ を利用 した紙 も再生 紙 なの であ る。

8 0年 代 に登 場 したケ ナ フや竹 パ ル プ な ど、非 木材 系 の

紙の使用 が待 たれ る。現在 では環境 問題 をク リアす るこ

とが ブ ラ ン ドの イ メ ー ジ に役 立 っ て い る。
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第7 草 書物の形態

冊子本、本の綴 じ方

a ）糸綴 じ 糸が か り ＝ 1 研 ご と に折 り丁 を糸 で 綴 じ

b ） 針金綴 じ

針金

糸合 わせて い く。本 は折 り目の

「の ど」 まで 開 く。 上 製 本 、

ハ ー ドカバ ー な ど。

平綴 じ ＝綴 じ代 が 10m m ほ ど必 要 で、

の どは完全 に 開かない。現 在

は あ ま り使 われ な い。 中 綴

じ＝本の背側 か らセ ンターペ

ージ にか けて針金 を通す 。週

c ）無線綴 じ

接着剤

・
針
金

刊誌、漫画本。

網代綴 じ ＝接 着剤 を使 用 。接着 剤 のつ

きを良 くす るため、背 の部分

を3 m m ほ ど削 って鋸 歯状 に

する。新書本、文庫本など。

■装丁デザイン

本 を取 り巻 く状況 は大変厳 しい ものが ある。入り乱れ

んばか りの出版状 況の 中で、本 の装丁（ブ ックデザ イ ン）

の良 し悪 しが、本の売 れ行 きを左 右す る とまで言 われる。

装丁や製本 につ いて は割愛 す る。

第8 章 字体 と書体

■欧文書体

欧文書体はグーデ ンベルグが 『42行 聖 書』の印刷 に

用いた活 字書体 は、 当時最 も格調 の高 い書 体 としてす で

に写本 時代 に洗練 の域 に達 していた。 また紙 の製造で も

進んで いた イ タリアに起 こった人文主義 者 たち を中心 に

軽快 なユ マニ ステ イカの文字が 普及 してい た。 この文字

は手際 よ くノー トな どに記す のに利便性 を発揮 した書体

でオール ドローマ ン書体 の元祖 となった。欧文 書体 は旧

来か らの写本 か らタイポ フェイス デザ イ ンへ の変換が基

本に あ り、18世 紀 には印刷 体 が 筆記 体 に影 響 を受 ける

逆転現象 もある。モ ダ ンローマ ン体が それ であ る。 また

産業 革命後 に起 こった消費行動 を補 うように発 達 したポ
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スターな どに使 われた文字 と

して サ ンセ リ フ体 が あ る。 こ

のよ うに書体 の展 開が印刷 物

なり手 書 き文 書 な り に読 者 と

の関係や社会的な要請で洗練

された事が 良 く分 かる。
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▲ オ ール ドロー マン書体

■和文書体

日本 語で 印刷 される文書 の大部分 は明朝体 で作 られ て

いる。その名 が示す とお り明朝体 は中 国の明朝時代 に木

版印刷 用 に開発 された書体 を基本 としている。 中国 にか

な文 字 はなか ったので漢字 を組み合 わせ て使 う事 に なっ

た。明朝 体 で は、縦線 を太 くし横線 を細 くす るこ とで、

一般 に横線 が多 くな りが ちな漢字 を正方形 の 中に収 め る

ことで、整然 と した版面 を実現す る事が 出来 た。 欧文書

体のサ ンセ リフの役 割 を担 って登場 したのが ゴジ ック体

で明治の官報 に登場 したのが最初 だ とされ る。書 道の槽

書にあた る書 体 として は教 科書体 があ る。書家 の井上千

国に種子の版下 を書かせ、活字書体 に採用 し、 19 35年

（ 昭和 10年） に 「小 学国語 読本 」 に用 い られ た。 ち なみ

に教科書体は、教科書に対 しては国家統制が加えられた

1 8 8 0年 （明 治13 年） か ら、敗 戦 の 19 4 5 年 まで 続 くが 、

現在の検定教科書でも「印刷」の項 目に教科書体 を用い

るように定 め られてい る。歴史 的 には青 山進行 堂、津 田

三省堂、弘道閣等、名作が輩出している。戟後は書体づ

く りに デ ザ イ ナ ー が 参 入 して よ りク オ リテ ィ の 高 い 書 体

が作 ら れ る よ うに な っ た 。

▲上左 、明 朝体 。右 ゴジ ック体 。下 はデ ジタル フ ォン ト



戟後、 活字 は消 耗 品だった。何 度か刷 ると磨耗 して行

く。写真植 字 は半 永久 的に使 えた。写植 メー カーの写研

やモリサワは基本書体の「槽書体」や「教科書体」など

を昭和 初期 か ら約 30年 間制作 してい る。 19 6 9年 に 『タ

イボス』 が写研 か ら発売 され た。 この書体 は戦後 のモ ダ

ン書体 の先 が け とな った 。 また 8 0 年代 に はパ ソ コ ンの

登場 で デ ジ タル フ ォ ン トの 時 代 とな る。

「写研の先代の石井茂吉社長 は美 しさで定評のある

『 石井細 明朝体 』約 5 万 字 を描 いて命 を縮め られ ま した。

あの書体 は まさに『命 とひ きか え』られた作 品なのです 。

電子 機器 メー カー は今 、『石 井細 明朝体 』 を軽 く見 す ぎ

ているの ではない で しよ うか。 こ うい う傑作 を意 匠法で

保護 し ょう とか、単純 にデジ タル化 すれ ば誰 にで も作 れ

るとか言 わ れ る と、本 当に 身 を切 られ る想 いが します

ね。」 （「作 品 と し て の タ イ プ フ ェ イ ス 」 林 隆 男 ） 当 時 、

タイ ボ ス の 制 作 や デ ジ タ ル フ ォ ン トの 立 上 げ に 問 わ っ た

林隆男 の言葉 であ る。 一つ の文字 に も多 くのデザ イナー

の魂 が篭 ってい る。

第9 章 編 集 者 と レイ ア ウ ト

■『フ ロ ン ト』 を 巡 る編 集 グ ラ フ ィ ッ ク

原弘は1903 年長野県飯 田市 に生れた。生家は印刷業。

上京 して府立工芸学校 （現在の都立工芸高校）の印刷科

に入学。卒業後母校に残 り、約2 0年間石版印刷 と印刷

図案 を教 えている。戦前 の仕事 で注 目され るのは、 印刷

でなく雑誌だった。それは外国語表記の対外宣伝 グラフ

『 F R O N T 』（1 9 4 2 年 創 刊 ） の ア ー トデ イ レ ク タ ー で

ある。戦時色が濃 くなった194 1年、原は府立工芸学校

▲フ ロ ン ト
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を辞めて出版元の東方

社に美術 部長 として入

社す る。そ こで腕 を振

るっ た 『 F R O N T 』

はフ ォ トモ ン タ ー ジ ュ

を駆 使 した大判 の豪華

なグ ラ フ雑 誌 だ っ た。

東方社は写真家・木村

伊兵衛、林達夫 など、

そうそ うた る顔 ぶれが

揃って いた。編集 の 内

容は クローズ ア ップの

多用 と ロ シ ア・ ア バ ン

ギャル ドのデザ イナ ー、エ ル・ リシ ッキー の写真 構成 を

取り入 れた ものだ った。

戟争 のグ ラフ イズ ム対外 宣伝雑 誌 『F R O N T 』 のデ

ザイ ンにつ い て草森 紳 一 （1 9 3 8 ～ ） は次 の よ うに記

して い る 。

「国家 宣伝雑誌 で あるか ら、 内外 にむけて 日本軍 の威

容を示 さ な くて は な らな い 。 ま ず 見 る者 の 目 を 撃 た な く

てはな らない。『 目を撃 つ 』 手段 と して、 写真 が あ り、

デザ イ ン処 理が ある。 その成果 が、稚気満 々 ともい える

ほど、 あ ざ や か だ っ た 。 私 は 『フ ロ ン ト』 に、 あ る 『あ

ざや か さ』 を見 た 。『 目を陰 らせ る力 』 を見 た。 だが 、

そこ に 白熱 し な い 空 洞 の よ う な もの を見 た 。 白痴 的 グ ラ

フイズ ム を も同時 に見 た。」 革命 の言 語 と翼賛体 制 の言

語の同一化 、通欲化 され た大衆 イデオ ロギー を越 え るグ

ラフ イズ ム の 成 立 。 この こ と は 日本 の グ ラ フ イ ズ ム の 頂

点を極 め なが ら、原 弘の 中で は不本 意 な仕事 で はなか っ

たの だ ろ うか 。 19 4 2年 原 の助 手 と して東 方社 に入社 し

た多 川精一 （19 2 3 ～） に よって 19 8 9 年 に 『 F R O N T 』

復刻版 が平凡社 か ら発 行 されて い■る。戟争 とグラ フイズ

ムの きわ どい問題 を提 起 した記録 とプ ロパ ガ ンダで はあ

るが、 その完 成度 は原弘 のす ぐれ た資質 に よる所 が大 き

い。 アー トの世界 で戦 争画 が問題視 され るがデザ イ ンの

世界 では、 この事 は タブ ーにな ってい る。相 木博 は軍国

主義 の言語 として利用 されつ くした 『 F R O N T 』 につ

いて 「革命 の言語 （グ ラフ イズ ム） が 日本 の翼賛体 制の

一三・ま丘
仁コ ロ ロ （ グ ラ フ イズ ム） を支 え て し ま っ た の で あ る。 考 え

てみ れば実 に奇 妙 な現象 だ とい えよ う。 これ こそ近代 の

グラフ イズ ムがかか えた基本 的 な矛盾 なの だ。革命 の言

語（グラ フイズム）は、軍 国主義 の言語 （グラフ イズ ム）

を撃 つ こ とが で き な か っ た ば か りで な く、 引 用 す ら され

てしまったの であ る。」（戦 争の グ ラフ イズ ム 相 木博）

と述べ る。 この 『F R O N T 』 の デザイ ン担 当者が戟 後

のG H Q によって 占領行 政 の宣伝 の ため登用 され た。 一

見す る と技 術 の中立 と見 えか ねない この事突 こそ、大 衆

動員の ため に「国家 イデオ ロギー装置」 を作動 している

「 近代 性 」 とい うものの実 態 を明 らか に してい る。戦 い

は創 造 の母 と して、資本 主義 的生産力理 論で片付 く問題

では ない ように思 える。 原弘 は 『F R O N T 』 の プロパ

ガンダのパ ラ ドックス の 中 に戟 後 の 日本 宣伝 美 術 協会

（日宣 美） を立 ち上 げてい くのだが、『 F R O N T 』 につ

いて はあ ま り述べ られ てい ない。



「 印刷 をめ ぐる言説 」 印刷技術の発明と表現

■花森安冶 と『暮 しの手帖』

花森安治は191 1年 （明治44 年） 10 月2 5 日阪神大震災

の地、神 戸で貿 易商 を して いる家 に 5 人見弟 の長男 とし

て生 まれた。父 は体 が弱 くあ ま り仕事 を してお らず 、母

は家 で薬局 をや り、裁縫 の内職 で家 計 の足 しに してい た。

父は安治 と妹 を毎月、宝塚少女歌劇団に連れて行った。

（ 昭和 17年、戦争中、花森は宝塚の脚本を書 く）4，000 人

収容の大劇場。192 7年 （昭和 2 年）花森が口ず さんで

いた とい う「す みれ の花 咲 くころ」。 漫画家 、手 塚 治虫

（ 192 8 ～ 89） も当時 、宝塚へ 通 っていた。

当時は両性具有性 （ア

ン ドロジニー）男 装文化 、

水の江 滝子 （19 15 ～ ）

が活躍 していた。花 森 は

旧制松江高等学校で「交

るこ とに気 がつい ていた。彼 は『 F R O N T 』 の編 集が

国家 ぐるみ の総力 を上 げた宣伝活動 で あったの は分か っ

ていた。 どれ程、戦 時下 の 日本 の現 実が み じめ であ って

も、 宣 伝 とい う テ ク ニ ック に よ っ て 、 す べ て が 明 る く輝

かしい もの となる。 宣伝 に携 わ る者 と して 、宣伝 ほ ど、

さび しい もの、 暗 い もの、 脅 かす もの はな い。 19 4 5年

6 月花森が居た大政翼賛会は解散 した。それは過去への

決別 と男 らしさ ＝軍人 を否 定す る事 で もあ った。その戟

後の焼け野原か ら生れたのが 『暮 しの手帖』（1948 年 9

月創刊 96P 、定価 110 円） であ る。
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その償 い と して女 の 人の役 に立 と う。」 と述 べ た。大 橋

の妹 2 人 を含めた 5 人で衣装研究所 を設立。最初に出し

たのが 「ス タイル ブ ック」（19 4 6年 5 月） この本 は型 紙

つきの もの で完 売 だった。 当時 は既製服 が な く、母 親が

手縫 い で子 どもたち の服 を制作 す るのが 普通 であ った。

余談 だ が 、 1 9 9 8年 に 見 た 「広 島 ア ー ト・ ドキ ュ メ ン ト」

で、爆死 した少年の木綿の学生服を再現 した作品を見た。

後日、 フ ラ ンス人の女性作 家が着 て、空 か ら舞 い 降 りる

パフォーマ ンス をした。 この 時、昔 の服 は手縫 いで ある

事を始 めて知 った。

『暮 しの手 帖』 はそ の後、「商品 テス ト」 や消費 者 の

立場 に立った編集方針を貫き、企画・特集記事は雑誌制

作の基本 とな り出版の世界 に影響 を与 えた。今 も支持す

る購読者 と共 に健在である。花森安治 は1978年 に心 筋

梗塞 で亡 くな った。

■日本の出版事情

1970 年代 に総評・単産の一つ、全国印刷出版総連合

の労 働 組 合 で 活 動 を して い た こ ろ、 東 京 で 『光 文 社

1 0 0 0 日闘争 』 とい う労 働争 議が あ った。「女性 自身」 と

いう週刊誌の記者の不当解雇が発端であったが、光文社

の親会社 が講 談社 であ った事 もあ り、単 なる不 当解 雇撤

回闘争 が 日本 の 出版事 情 を曝 き出す ことにな る。 日本 の

出版の 7 割近 くは講談社（音羽グループ）と小学館・集英

社（一 ツ橋 グループ）とい う2 大出版社 とその子会社 に支配

されてい る。またテ レビ局 も 2 大 資本 に よって管理 されて

いる。下の表 は簡単 にま とめた ものだが、多 くの週刊誌 ・

月刊誌 は どち らかの資本系 列 にな るこ とを示 して いる。

この事 は、私 たちが生 れて死ぬ まで特定 の情報 の中 で

生きて いる ことを表わ してい る。 出版市場 につ いて は地

方出版 と 2 大巨大取 次 ぎ資本 との確 執 もあるが、情 報化

社会 の到 来は掛 かる問題抜 きには語 れ ない。
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第10章 近代文明の構築

日本では「百万塔陀羅尼」が 日本最古の印刷物 （7 67

年） と言 われて いる。 これは木版 印刷 で称 徳天皇 が国家

安泰 を祈 願 し10 カ所 の寺 に十万 基 ず つ奉 納 した とい う

木製 の小 塔 に納 め られた経 文。千葉 県の佐倉 市 にあ る 日

本国立民俗博物館で （模型） を見たのだが、これも不思

議 な印刷 物 で、 ラマ教 のマ ニ車 と一緒 で、廻 す と経 文 を

唱 えた と同 じ効 果が あ る。 もっ と もこれ は模 型で ご利 益

はないかもしれない。凸版印刷が東京・水道橋 （最寄駅

は飯田橋）に開設 した「印刷博物館」の「百万塔陀羅尼

経」展示は、塔 1 体 と経典の一部が現存する実物である。

また、家康が作 らせた「駿河版胴活字」や、明朝体の美

しさを代 表す る 「築地活 字」 は、いず れ も実 際 に使用 さ

れてい た もの であ る。 そ こに立 ち並 んだ、 さ まざまな展

示物 は、 かつ て多 くのひ との 目に触れ、 手 に触 れ た実用

品であ った に もかか わ らず、すべ てが芸術 的 な品格 を備

えてい る。それ は博 物館 とい う近代文 明が構築 した牙城

だ か ら とい う わ け で も あ る ま い。

パ ソコ ンの 出荷 台数が テ レビを追い越 し、携帯 電話 の

加入 者数 が従来 の固定電話 を超 え、デ ジ タル放 送や イ ン

ター ネ ッ トが一 般化 し I T 革命 が 叫 ばれ る中、 デ ジ タ

ル・ メデ ィア による社 会生 活の変 容が語 られ ない 日はな

い。技術の変化は、人々の感覚や思考、そして社会や文

化の あ り方 を変化 させ る とい うこ とを 1 9 6 0 年 代 に 指摘

した の は、 カ ナ ダ の マ ー シ ャ ル ・ マ ク ル ー ハ ン （1 9 1 1

～19 8 0） で あ る。 マ クルハ ー ンは印刷 本 に よって 、個

人的 な視 点 とプ ライバ シー を持 った断片化 した個 人の集

合としてのパ ブ リ ック（公衆）が生み 出 され た と唱 える。

活版 印刷 が変 えた最 も大 きな もの は、世界観 の変 革だ っ

た。視覚が優先する本の世界では、連続するページに連

続した因果性 の形 に整 理 されその 中に世界 を読み込 む事

になる。そ れは常 に与 え られた情報 として人々 に伝 え ら

れる。

第11章 複製論

世の 中の本物 とい う概 念 は、複 製 の普及 に よって 強化

され た。 20世 紀 初期 の メデ ィ ア論 の代 表作 と されて い

るW ・ ベ ンヤ ミンの 『複 製技術 時代 の芸術 』。 ここで は、

有名 なアウ ラ とい う言葉 が初 めて使用 されて いる。ベ ン

ヤミ ン に よれ ば、 ア ウ ラ と は 「 どん な に 近 距 離 に あ っ て

講談社 小学館

こども なかよし めばえ ．

コミック 少年マガジン 少年サンデー

ヤングマガジン ビッグコミック

女性誌 女性 自身 女性セブン

JJ キヤンキヤン

男性誌 週刊現代 週刊 ポス ト

フラッシュ プレイボーイ

文聾 宝石 すばる
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も近 づ くこ とので きないユ ニー ク な現 象」。他 の 言 い方

をすれば、一つの作品が持つ歴史的証言力、権威、オリ

ジナ ルの芸術作 品が持 つ アクチ ュア リテ ィー、 それが ア

ウラ と い う こ とに な る。こ の 論 文 で な さ れ て い る主 張 は、

「 複 製技術 が発 達 す る こ とになっ た今 日、芸術 作 品 に宿

って い た ア ウ ラ は急 速 に 失 わ れ て い る 。」 と い う こ と で

ある。一方で芸術の大衆化 としての大衆文化の登場があ

る。出版 や メデ ィアの文化 産業 としての成立。 文化資本

主義の成立 で ある。

ベ ンヤ ミンはこ こで、二 つ の芸術 的 な価 値 を基 準 に し

て論 を展 開す る。 一つ は、礼 拝 的価 値 であ り、 もうひ と

つは展示 的価値 であ る。

礼 拝 的価 値 とは、芸術作 品 をア ウラ との結 びつ きの 強

さを中心 に した もので、 それ は、 古代 におい ては 「信仰

の道具」 として崇 め られた絶対 的存 在 を感 じさせ る人工

物。 た とえば、路 傍のマ リア像 や国宝 の仏 像。 かつて は

本物で も偽物 で もなか った。時 が経 ち、 そ こにオー ラが

立ち込 め ると崇拝 の対象 に なる。 今で もオ リジナルか コ

ピーかでずいぶんその価値や値段に差が出る。美術作品

などが代 表的 な例 であ る。

一方 で、展示 的価 値 を論 ず る場合 、 アウ ラとの結 びつ

きの強 さは問題 とな らない。近代 印刷術 として の複 製技

術の発達 は、芸術作 品 を さまざまな文脈 で展示、所 有す

ることを可 能 に した。前述 した絵葉 書や ポス ター、商 品

としての フ ィギ ュアな ど。 同時 に、印刷技術 は芸術作 品

の礼拝 的価値 の基盤 であ った アウ ラの基盤 を作 品か らは

ぎ取 る 。（ウ オー ホ ー ル な どの ポ ッ プ ・ ア ー トか ら食 玩

フィギ ア ま で ）

つ ま り、複 製技術 の発達 に よ り、礼 拝 的価 値が相対 的

に社会の中で低下 し、一方で展示的価値、商品的価値が

増大 して いる とい う状 況 をベ ンヤ ミンは分析 したのであ

る。 オ リ ジ ナ ル と コ ピー との 関 係 は 、 今 日の デ ジ タル 社

会におい て、 さ らに複 雑 にな って きてい る。それ らの解

明は本 論 の趣 旨で はない ので 「印刷 をめ ぐる言説」 と し

ては 、 こ こ で 終 わ り とす る。
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